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令和２年第１回南幌町議会定例会会議録      ３月 ５日 

（午前９時３０分） 

議  長 おはようございます。 

本日をもって召集されました令和２年第１回南幌町議会定例会を開

会いたします。 

本日の出席議員数は１０名でございます。 

本定例会において、新型コロナウイルス感染予防のため、マスクの

着用を許可します。直ちに本日の会議を開きます。 

本定例会の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでござ

います。 

●日程１ 会議録署名議員の指名を行います。 

指名につきましては、会議規則第１２５条の規定により議長におい

て指名いたします。 

２番 佐藤 妙子議員、３番 熊木 惠子議員。以上、御両名を指

名いたします。 

●日程２ 会期の決定をいたします。 

先に議会運営委員会委員長から、本定例会の運営について報告の申

し出がありましたので、これを許します。 

９番 川幡 宗宏議員。 

川幡議員 令和２年第１回議会定例会の運営について、去る２月２７日に議長

出席のもとに議会運営委員会を開催いたしました。議会事務局より本

定例会の提案議案等の概要について説明を受けるとともに、日程及び

運営について協議いたしました。本定例会に付議される案件は、議会

提案として議員派遣承認３件、各委員会所管事務調査１件、町からは

執行方針２件、令和元年度各会計補正予算７件、条例関係１３件、令

和２年度各会計予算７件であります。以上、提案案件全般について審

議いたしました結果、本定例会の会期は本日３月５日から３月１３日

までの９日間とすることで意見の一致を見ております。最後に、本定

例会は、新年度予算の審議等もあり、開催期間が長くなることから、

議会運営に特段のご協力をいただきますようお願い申し上げ、議会運

営委員会委員長報告といたします。 

議  長 お諮りいたします。ただいまの議会運営委員会委員長の報告のとお

り、本定例会の会期は３月５日から３月１３日までの９日間といたし

たいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本定例会は３月５日から３月１３日

までの９日間と決定をいたしました。 

●日程３ 諸般報告をいたします。 

・１番目 会務報告は、お手元に配布したとおりでございます。 

これをもちまして報告済みといたします。 

・２番目 例月出納検査結果報告は、監査委員より令和２年１月分
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の例月出納検査結果の報告がありました。その内容については、御手

元に配布したとおりでございます。 

これをもちまして報告済みといたします。 

・３番目 町長一般行政報告をいたします。町長。 

町  長 本議会定例会にあたり、４件の行政報告を行います。 

初めに、新型コロナウイルス感染症対策について御報告します。北

海道内における新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、去る２月２７

日、対策本部を設置し、感染防止に向け、国・北海道からの情報と今

後の対応について確認を行いました。昨日は、第２回対策本部会議を

開催し、現状の確認と今後の対策について協議を行いました。本町に

おいては、国・北海道からの要請により、小中学校の休業期間を春休

みまで延長し、この措置にあわせて、休止していた学童保育を本日よ

り再開いたします。なお、小中学校の分散登校の実施については、北

海道教育委員会の方針が近日中に示されるものと考えます。町立病院

については、外来診療を一時的に一部縮小し対応してまいります。ま

た、町主催の行事等については、当面、中止又は延期とし、各公共施

設は一部を除き３月１９日までの予定で休館いたします。なお、確定

申告については、４月１６日まで受付期間を延長します。現段階にお

いて、町内での感染事例は発生していませんが、引き続き、状況を的

確に把握し、国・北海道・関係機関との連携により、感染予防対策に

取り組むとともに、住民に対し必要な情報の提供を行ってまいります。 

次に、南幌町プレミアム付商品券販売事業について御報告します。

全町民を対象とした地域振興プレミアム付商品券事業につきまして

は、１，０２４世帯に、全２，０００セットを販売し、２月２９日現

在の利用金額は、２，３８０万５，０００円で、利用率は９９．２％

となりました。次に、町民税非課税者及び子育て世帯を対象とした、

国の制度によるプレミアム付商品券事業につきましては、町民税非課

税者の申請を行った６０８名のうち該当者は５６８名で、うち子育て

世帯の該当者は１２１名でした。商品券は、２，８８６セットを販売

し、２月２９日現在の利用金額は、１，３４９万５，０００円で、利

用率は９３．５％となりました。 

次に、子育て世代住宅建築助成事業について御報告します。本町の

定住人口の増加を図るため、子育て世代を対象とした本事業につきま

しては、本年度の認定申請件数は２３件となり、内訳は、町外１６件、

町内７件で、１６棟の住宅が年度内に建築される見込みです。なお、

住宅展示場「みどり野きた住まいるヴィレッジ」については、第１期

の６棟が完売となり、第２期の注文住宅区画では、計画７棟のうち、

すでに３棟の契約があり、うち２棟が着工しています。引き続き、町

の移住定住、みどり野団地の販売促進に取り組んでまいります。 

最後に、南幌工業団地への企業進出について御報告します。 

本年度は、昨年１２月に竣工した「株式会社トクヤマ」をはじめ、

本年４月以降に着工予定の「日立建機日本株式会社」、「株式会社大伸」、
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「株式会社ニルス」、「ナカザワアグリマシーン株式会社」、「アサヒプ

リテック株式会社」の６社と売買契約を締結し、合計１０７，６８７

平方メートルを分譲しました。これにより、南幌工業団地の分譲及び

賃貸率は７４．３％で、残りの未分譲地は６．４ヘクタールとなりま

した。引き続き、南幌工業団地への積極的な企業誘致活動を展開して

まいります。 

議  長 以上で、町長一般行政報告につきましては報告済みといたします。 

●日程４ 令和２年度町政執行方針演説を行います。 

町長。 

町  長 （令和２年度町政執行方針演説をする。） 

議  長 以上で、町政執行方針演説を終わります。 

●日程５ 令和２年度教育行政執行方針演説を行います。 

教育長。 

教 育 長 （令和２年度教育行政執行方針演説をする。） 

議  長 以上で、教育行政執行方針演説を終わります。両執行方針演説につ

きましてはただいまをもって終結いたします。なお、両執行方針に対

する質問につきましては、一般質問において執り行うことにいたしま

すので、御承知願います。 

ここで、１０時５５分まで休憩をいたします。 

 （午前１０時４３分） 

（午前１０時５５分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

日程６ 議案第３号から日程１２ 議案第９号までの７議案につき

まして、関連がございますので一括提案をいたします。 

●日程６  議案第３号 令和元年度南幌町一般会計補正予算 

（第５号） 

●日程７  議案第４号 令和元年度南幌町国民健康保険特別会計 

補正予算（第１号） 

●日程８  議案第５号 令和元年度南幌町病院事業会計補正予算 

（第３号） 

●日程９  議案第６号 令和元年度南幌町下水道事業特別会計補 

正予算（第２号） 

●日程１０ 議案第７号 令和元年度南幌町農業集落排水事業特別 

会計補正予算（第１号） 

●日程１１ 議案第８号 令和元年度南幌町介護保険特別会計補正 

予算（第３号） 

●日程１２ 議案第９号 令和元年度南幌町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号） 

以上７議案を一括して議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第３号から議案第９号までの７

議案につきまして提案理由を申し上げます。 
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初めに、議案第３号 令和元年度南幌町一般会計補正予算（第５号）

につきましては、歳出では病院事業会計繰出金、長幌上水道企業団出

資金の追加、歳入では、町税、役場庁舎改修工事実施設計による国庫

補助金、南幌工業団地用地売払収入の追加、備荒資金組合超過納付金

還付金の減額、並びに事務事業の精査が主な理由です。その結果、既

定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億３，８１３万５，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６２億１，

３８２万７，０００円とするものです。 

次に、議案第４号 令和元年度南幌町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）につきましては、歳出では保険給付費、基金積立金の追

加、歳入では、国民健康保険税、一般会計繰入金、並びに基金繰入金

の減額、繰越金の追加が主な理由です。その結果、既定の歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ１，１２２万１，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億７，７５７万円とするもの

です。 

次に、議案第５号 令和元年度南幌町病院事業会計補正予算（第３

号）につきましては、入院収益、一般会計繰入金、並びに事務事業費

の精査が主な理由です。その結果、収益的収入では既定予算から４，

３４７万９，０００円を減額し、５億９，２５７万円とするものです。

収益的支出では既定予算から２，０３０万１，０００円を減額し、６

億３，２１１万３，０００円とするものです。資本的収入では既定予

算から２０万円を減額し、２，２１４万９，０００円とするものです。

資本的支出では既定予算から１７万４，０００円を減額し、３，１１

０万円とするものです。 

次に、議案第６号 令和元年度南幌町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）につきましては、歳出では職員給与費、江別市汚水処理に

係る経費負担金の減額、消費税額の確定、南幌関連工事負担金並びに

各事業費の確定による減額、収入では、受益者負担金の追加、一般会

計繰入金、下水道事業債の減額が主な理由です。その結果、既定の歳

入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３，０２２万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９，２５２万５，０００円

とするものです。 

次に、議案第７号 令和元年度南幌町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第１号）につきましては、歳出では施設管理に係る委託料の

減額、歳入では、一般会計繰入金の減額、受益者負担金繰越金の追加

が主な理由です。その結果、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ３７万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ２，０７３万９，０００円とするものです。 

次に、議案第８号 令和元年度南幌町介護保険特別会計補正予算（第

３号）につきましては、歳出では保険給付費の減額、基金積立金の追

加、歳入では国庫支出金、支払基金交付金、道負担金並びに一般会計

繰入金の減額が主な理由です。その結果、既定の歳入歳出予算の総額
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から歳入歳出それぞれ１，３６７万４，０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ７億８，５１３万５，０００円とする

もので、 

次に、議案第９号 令和元年度南幌町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）につきましては、歳出では、後期高齢者医療広域連合

納付金の減額、歳入では、後期高齢者医療保険料、一般会計繰入金の

減額、繰越金の追加が主な理由です。その結果、既定の歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ２６６万円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１億３６８万８，０００円とするものです。 

議案第３号につきましては副町長が、議案第４号及び議案第９号に

つきましては住民課長が、議案第５号につきましては病院事務長が、

議案第６号及び議案第７号につきましては都市整備課長が、議案第８

号につきましては保健福祉課長が説明いたしますので、よろしく御審

議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。副町長。 

副 町 長 それでは、議案第３号 令和元年度南幌町一般会計補正予算（第５

号）の説明を行います。 

初めに歳出から説明します。２０ページをごらんください。 

２款総務費１項１目一般管理費、補正額１６０万円の減額です。ふ

るさと応援寄附事業で、事業費の精査を行うものです。 

３目財産管理費、補正額５，１７９万３，０００円の減額です。財

産管理経費で、１５節旧町営プール解体工事に係る入札執行残、及び

２５節減債基金積立金の減額、教育振興基金積立金の追加は指定寄付

によるもので、後ほど歳入で説明します。役場庁舎改修事業は、実施

設計に係る入札執行残です。 

４目企画振興費、補正額５３１万５，０００円の減額です。協働ま

ちづくり推進事業は実績による精査です。なお、本年度の申請は２団

体２事業となっています。 

９目職員給与費、補正額６４６万円の減額です。次ページにかけて、

職員給与費で職員の異動などを含め精査するものです。 

３項１目戸籍住民基本台帳費、補正額５０万円の追加です。戸籍住

民経費で、個人番号カード関連事務交付金を実績見込みにより追加す

るものです。 

３款民生費１項１目社会福祉総務費、補正額５４６万円の減額です。

国民健康保険特別会計繰出金で、後ほど特別会計で説明いたします。

次ページにまいります。 

２目障がい者福祉費、補正額７２０万円の減額です。地域生活支援

事業で、ストマ用具利用者及び自動車改造に係る費用の追加、障がい

者福祉経費では、扶助費の実績並びに今後の見込みを含め精査するも

のです。 

３目老人福祉費、補正額２６７万２，０００円の減額です。高齢者

在宅支援事業で、除雪サービス申込件数の増加による追加、介護保険
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特別会計繰出金は、後ほど特別会計で説明いたします。 

４目重度心身障がい者福祉費、補正額３００万円の減額です。重度

心身障がい者医療費助成事業で、実績により扶助費を精査するもので

す。 

７目後期高齢者医療費、補正額１，０９２万３，０００円の減額で

す。後期高齢者医療事業で、北海道後期高齢者医療広域連合療養給付

費負担金の確定、次ページにかけて、後期高齢者医療特別会計繰出金

は、後ほど特別会計で説明いたします。 

２項１目児童福祉総務費、補正額６００万円の減額です。児童生徒

等医療費助成事業で、事業費の精査による扶助費の追加、児童福祉総

務経費では、実績、並びに今後の見込みを含め扶助費を減額するもの

です。 

３目保育所費、補正額５０３万３，０００円の追加です。保育所等

運営補助事業は、みどり野幼稚園の一時預かり事業が私学助成扱いに

なったことによる減額、また、保育料無償化に伴う給付費を追加する

ものです。なお、過年度返還金は確定によるものです。次ページにま

いります。 

４款衛生費１項２目予防費、補正額６７０万円の減額です。成人保

健事業では、各種検診事業の精査、感染症予防事業では、町立病院小

児科医師採用により、予防接種における小児科医派遣委託料を減額す

るものです。 

３目環境衛生費、補正額５９万９，０００円の減額です。南空知葬

斎組合負担金の確定によるものです。 

４目病院費、補正額６８４万７，０００円の追加です。病院事業会

計繰出金で、後ほど特別会計で説明いたします。 

２項１目じん芥処理費、補正額２５５万５，０００円の減額です。

次ページにかけて、ごみ処理対策事業でそれぞれ組合負担金の確定に

よるものです。 

３目合併処理浄化槽整備事業費、補正額１４７万円の減額です。合

併処理浄化槽設置整備事業で事業費の確定によるものです。 

３項１目上水道施設費、補正額１，２２３万８，０００円の追加で

す。長幌第２浄水場改築工事に係る、起債対象事業費の精査による出

資金の追加です。 

５款農林水産業費１項２目農業振興費、補正額５８８万４，０００

円の減額です。農業振興経費、備品購入費は入札執行残による減、次

ページにかけて、農業経営高度化促進事業負担金は、本年度分の事業

費の確定と国の補正分の追加を合わせ精査するもので、追加補正分は

翌年度に繰り越し、実施をします。 

３目農地費、補正額１２６万５，０００円の減額です。土地改良事

業経費で、土地改良財産譲渡契約等に伴う農道敷地売却負担金の追加

です。農業集落排水事業特別会計繰出金は、後ほど特別会計で説明い

たします。 
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４目機場施設管理費、補正額はありません。財源内訳を変更するも

のです。 

５目農村環境改善センター管理費、補正額１１１万３，０００円の

減額です。改善センター管理経費で、舞台照明設備更新工事入札執行

残によるものです。 

６目ふれあい館管理費、補正額２６万円の追加です。ふれあい館管

理経費で燃料費を追加するものです。次ページにまいります。 

６款商工費１項１目商工振興費、補正額１０９万２，０００円の減

額です。中小企業資金利子補給事業の確定によるもので、令和元年度

借入１２社を含む３０社分の利子補給です。 

７款土木費２項２目道路維持費、補正額２，１６３万３，０００円

の減額です。町道管理経費１３節委託料で２３７万８，０００円の減

額は、事業費の確定及び入札執行残によるものです。１５節工事請負

費で１，９２５万５，０００円の減額は、次ページにかけて、各工事

における事業費の確定及び入札執行残によるものです。 

３項３目公共下水道費、補正額１，４９６万７，０００円の減額で

す。下水道事業特別会計繰出金で、後ほど特別会計で説明いたします。 

４項１目住宅管理費、補正額１６９万１，０００円の減額です。栄

町公営住宅改修工事の入札執行残によるものです。次ページにまいり

ます。 

８款消防費１項１目消防費、補正額３６８万９，０００円の減額で

す。南空知消防組合負担金事業を減額するものです。内容につきまし

ては消防費の明細で説明いたします。３８ページをごらんください。 

歳入で、消防費、補正額３４４万８，０００円の追加です。それぞ

れ事業費の確定による補助金の精査と繰越金の確定によるものです。 

次ページにまいります。 

歳出で、消防費、補正額２４万１，０００円の減額です。消防組合

本部運営助成事業で７２万５，０００円の減額、消防支署運営事業で

１３３万９，０００円の追加、消防団運営事業で８５万５，０００円

の減額で、それぞれ事業の精査によるものです。２９ページにお戻り

ください。 

下段、９款教育費１項５目通学バス運営費、補正額１８万円の追加

です。スクールバスの燃料費を追加するものです。次ページにまいり

ます。 

２項１目学校管理費、補正額９１万８，０００円の追加です。小学

校校舎管理経費で、燃料費を追加するものです。 

５項４目給食センター運営費、補正額８１万２，０００円の追加で

す。給食センター運営経費で、修繕料を追加するものです。 

１０款公債費１項１目元金、補正額６８万円の追加です。地方債元

金償還費の確定によるものです。 

２目利子、補正額２５２万２，０００円の減額です。地方債利子償

還費の確定によるものです。次に歳入の説明を行います。１４ページ
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をごらんください。 

１款町税１項１目個人、補正額７０６万円の追加です。 

２目法人、補正額１，４１３万８，０００円の追加です。 

２項１目固定資産税、補正額１６４万１，０００円の追加です。 

４項１目町たばこ税、補正額２８３万４，０００円の減額です。そ

れぞれ現年課税分の収納見込みにより精査するものです。次ページに

まいります。 

１０款地方特例交付金２項１目子ども・子育て支援臨時交付金、補

正額１０１万７，０００円の減額です。預かり保育に係る国の交付金

が、道費負担金に変更となるものです。 

１３款分担金及び負担金２項１目民生費負担金、補正額３６万６，

０００円の追加です。老人保護措置費用徴収金の確定によるものです。 

１５款国庫支出金１項１目民生費国庫負担金、補正額１８２万９，

０００円の減額です。それぞれの事業費の確定などにより精査するも

のです。次ページにまいります。 

２項１目総務費国庫補助金、補正額１，２２１万１，０００円の追

加です。１節総務管理費国庫補助金は、役場庁舎改修実施設計に係る

補助金の追加です。２節戸籍住民基本台帳費国庫補助金では、個人番

号カード交付事業費補助金の追加です。 

２項２目民生費国庫補助金、補正額８９７万８，０００円の減額で

す。 

３目衛生費国庫補助金、補正額３２万２，０００円の減額です。 

４目土木費国庫補助金、補正額１，０４０万１，０００円の減額で

す。それぞれの事業費の確定などにより精査するものです。 

１６款道支出金１項１目民生費道負担金、補正額９６１万８，００

０円の減額です。次ページにかけて、それぞれ事業費の確定などによ

り精査するものです。 

２項２目民生費道補助金、補正額４９３万２，０００円の追加です。 

４目農林水産業費道補助金、補正額４８５万３，０００円の減額で

す。それぞれ事業費の確定などにより精査するものです 

１７款財産収入２項１目不動産売払収入、補正額５，１７３万８，

０００円の追加です。土地建物売払収入で、南幌工業団地工業用地を、

ナカザワアグリマシーン株式会社、アサヒプリテック株式会社に売却。

また、旧夕張川右岸築堤工事に伴い、町有地を国に売却したものです。

次ページにまいります。 

１８款寄附金１項１目一般寄附金、補正額１０万円の追加です。一

般寄附金として、木戸 正行様より１０万円の御寄附をいただいたも

のです。 

２目教育費寄附金、補正額１２万円の追加です。山本 敏光様より

１０万円、ディスコナイトイン南幌実行委員会様より３万円の御寄附

をいただいたものです。 

１９款 繰入金１項１目財政調整基金繰入金、補正額１億９８万６，
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０００円の減額です。財源調整を行うもので、これにより令和元年度

末基金残高は７億９，７６８万５，０００円の見込みとなります。 

４目ふるさと応援基金繰入金、補正額１８０万円の追加です。歳出

予算に充当していました事業費の確定により精査するもので、これに

より令和元年度末基金残高は７，０３５万７，０００円の見込みとな

ります。 

２１款諸収入５項３目農林水産業収入、補正額７４０万円の追加で

す。いずれも事業費の確定などにより精査するものです。 

５目雑入、補正額９，９６０万３，０００円の減額です。備荒資金

組合超過納付金は、当初、財源調整として計上していましたが、取り

崩しを行わないこととしたものです。 

２２款町債１項１目総務債、補正額３８０万円の追加です。 

２目公営企業債、補正額１，２２０万円の追加です。 

３目農林水産業債、補正額１７０万円の追加です。 

４目土木債、補正額１，６９０万円の減額です。いずれも事業費の

確定などにより精査するものです。 

以上、歳入歳出それぞれ１億３，８１３万５，０００円を減額し、

補正後の総額を６２億１，３８２万７，０００円とするものです。 

次に繰越明許費の説明を行います。７ページをごらんください。 

第２表、繰越明許費、歳出で説明しました農業経営高度化促進事業

につきまして、翌年度に繰り越し事業実施するものです。次ページに

まいります。 

第３表、債務負担行為補正の説明を行います。変更でございます。

中小企業総合振興資金利子補給について、変更前の期間及び限度額を

変更後の期間及び限度額にそれぞれ改めるもので、事業費の確定によ

るものです。次ページにまいります。 

第４表、地方債補正の説明を行います。追加でございます。 

役場庁舎改修事業について、２件追加するものです。それぞれの限

度額、起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりです。次ページ

にまいります。地方債補正の変更でございます。旧町営プール解体事

業から幌向運河河道掘削事業までの７事業につきまして、事業費の確

定などにより、限度額を変更するものです。なお、起債の方法、利率、

償還の方法は変更ありません。 

以上で、議案第３号の説明を終わります。 

議  長 住民課長。 

住民課長 それでは、議案第４号 令和元年度南幌町国民健康保険特別会計（事

業勘定）補正予算（第１号）の説明を申し上げます。 

初めに歳出の説明をします。９ページをごらんください。 

１款総務費１項１目一般管理費、補正額３００万６，０００円の減

額です。国保業務システム改修委託料の改修内容等の精査により減額

するものです。 

続きまして、２款保険給付費１項１目療養諸費、補正額６３８万円
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の追加です。一般被保険者療養給付費負担金１，０００万円の追加、

退職被保険者等療養給付費負担金３５０万円の減額、退職被保険者等

療養費負担金１２万円の減額、本年度における医療費の実績見込みに

よりそれぞれ補正を行うものです。 

次に、２目高額療養費、補正額６０万円の減額です。退職被保険者

等高額療養費負担金５０万円の減額、退職被保険者等高額介護合算療

養費１０万円の減額、いずれも医療費の減少により減額するものです。

次に、 

３目出産育児諸費、補正額８４万円の減額です。出生数が見込みを

下回ったことにより出産育児一時金を減額するものです。次ページに

まいります。 

４目移送費補正額６万円の減額です。今後の実績見込み等を勘案し、

退職被保険者等移送費交付金を減額するものです。次の、５目葬祭諸

費につきましては、財源内訳の補正です。 

続きまして、３款国民健康保険事業費納付金１項１目医療給付費分、

及び次の６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費につきまして

は、歳入の保険給付費等交付金及び一般会計繰入金の補正に伴う財源

内訳の補正です。次ページにまいります。 

７款基金積立金１項１目基金積立金、補正額９２４万２，０００円

の追加です。国民健康保険事業特別会計基金積立金、約２４万２，０

００円の追加。平成３０年度決算におきまして繰越金が生じたため、

財源調整後、余剰金を積み立てるものでございます。これにより補正

後の基金残高は１億２，５８９万７，７１５円となる見込みでござい

ます。 

続きまして、９款諸支出金６目特定健康診査等負担金償還金、補正

額１０万５，０００円の追加です。平成３０年度道支出金の特定健康

診査等負担金確定に伴い、償還金を追加するものです。 

次に、歳入を説明します。７ページをごらんください。 

１款国民健康保険税１項１目一般被保険者国民健康保険税、補正額

２，２５９万４，０００円の減額です。１節医療給付費分現年課税分

で１，５４２万６，０００円の減額。２節後期高齢者支援金分現年課

税分で５１９万５，０００円の減額。３節介護納付費現年課税分で１

９７万３，０００円の減額。いずれも本年度の税率確定に伴い、減額

するものです。 

続きまして、３款国庫支出金１項２目国保業務システム改修補助金、

補正額３６０万２，０００円の減額です。内訳としましては、制度関

係業務事業費補助金１５万円の減額、社会保障・税番号制度システム

整備費補助金３４５万２，０００円の減額。いずれも国庫補助金の確

定により減額をするものです。 

続きまして、４款道支出金１項１目保険給付費等交付金、補正額１，

１４７万２，０００円の追加です。１節保険給付費等交付金（普通交

付金）１，１１１万８，０００円の追加。保険給付費の増加及び歳出
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における財源内訳の精査により追加するものです。２節保険給付費等

交付金（特別交付金）３５万４，０００円の追加。内訳としまして、

システム改修に係る特別調整交付金分５１万６，０００円の追加。特

定健康診査等負担金１６万２，０００円の減額。いずれも確定による

ものです。次ページにまいります。 

６款繰入金１項１目一般会計繰入金、補正額５４６万円の減額です。

国民健康保険基盤安定繰入金６３５万７，０００円の減額、保険税軽

減分に係る国・道・町の公費財源支援の確定によるものです。次の、

国民健康保険財政安定化支援事業繰入金１４５万７，０００円の追加、

地方交付税措置額の確定によるものです。次の、国民健康保険出産育

児一時金等繰入金５６万円の減額、出生数が見込みより下回ったこと

から減額するものです。 

続きまして、２項１目国民健康保険事業特別会計基金繰入金、補正

額４６６万２，０００円の減額です。平成３０年度繰越金の確定に伴

い減額をするものです。 

続きまして、７款繰越金１項１目繰越金、補正額３，６０６万７，

０００円の追加です。平成３０年度繰越金の確定によるものです。 

以上、歳入歳出それぞれ１，１２２万１，０００円を追加し、補正

後の総額を９億７，７５７万円とするものです。 

以上で、議案第４号の説明を終わります。 

議  長 病院事務長。 

病院事務長 それでは、議案第５号 令和元年度南幌町病院事業会計補正予算（第

３号）について御説明申し上げます。５ページをごらんください。初

めに収益的収入及び支出の収入から御説明いたします。 

１款１項１目入院収益、補正額５，４９０万円の減額で、入院患者

の減少により減額するものです。 

２目外来収益、補正額４５７万４，０００円の追加で、外来１人当

たりの単価増による追加でございます。 

１款２項３目他会計負担金、補正額６，０００円の減額でございま

す。企業債償還利息の確定により減額するものでございます。 

４目他会計繰入金、補正額６８５万３，０００円の追加でございま

す。交付金病床数に係る基準単価の改定により増額するものでござい

ます。 

次に、支出について御説明いたします。 

１款１項１目給与費、補正額１，２３５万６，０００円の減額でご

ざいます。１節給料では３９９万２，０００円の減額、２節職員手当

等では１５１万８，０００円の減額、３節賃金では７９万３，０００

円の減額、５節法定福利費では５３３万９，０００円の減額、６節退

職給付費では７１万４，０００円の減額で、いずれも職員給料及び手

当等の実績精査によるものでございます。 

２目材料費、補正額５７７万９，０００円の減額でございます。入

院患者減少により、１節薬品費及び３節給食材料費をそれぞれ減額す
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るものでございます。 

３目経費、補正額３１４万５，０００円の減額でございます。減額

の主なものは１６節諸会費、江別市立病院からの医師派遣負担金の精

査により２４２万４，０００円、また、２０節委託料の給食業務委託

料など、それぞれ精査により３８４万円の減額。また追加では、４節

職員被服費で、出張医師の白衣の一部を更新したため１３万１，００

０円の追加となります。また、１８節手数料、外来患者１人当たりの

単価増に伴う臨床検査手数料など２９８万８，０００円の追加でござ

います。 

５目資産減耗費では、薬品棚卸しによる薬品除去により１５万円の

追加でございます。 

１款２項１目支払利息及び企業債取扱諸費、補正額１５万９，００

０円の減額でございます。償還利息の確定による減額でございます。 

３項１目過年度損益修正損、補正額９８万８，０００円の追加でご

ざいます。過年度未収金の不納欠損分でございます。 

次に、資本的収入及び支出の収入から御説明いたします。 

１款３項１目企業債、２０万円の減額でございます。医療機器購入、

事業債の確定により減額するものでございます。 

次に、支出について御説明いたします。 

１款１項１目固定資産購入費、補正額１７万４，０００円の減額で

ございます。入札により執行残を減額するものでございます。１ペー

ジにお戻りください。 

第２条、第３条に定めた収益的収入及び支出につきまして、病院事

業収益の総額を５億９，２５７万円。病院事業費用の総額を６億３，

２１１万３，０００円に改めるものでございます。この結果、病院事

業収益が病院事業費用に対し、不足する額は３，９５４万３，０００

円となります。次ページにまいります。 

第４条、基本的収入及び支出の資本的収入の総額を２，２１４万９，

０００円に、資本的支出の総額を３，１１０万円に改めるものでござ

います。この結果、資本的収入が資本的支出に対し、不足する額を８

９５万１，０００円に改めるものでございます。 

次に第５条、医療機器購入事業の起債限度額を２０万円減額し８７

０万円に改めるものでございます。 

次に第６条、議会の議決を経なければ流用することができない経費

の給与費を１，２３５万６，０００円減額し、３億８，７２７万９，

０００円に改めるものでございます。 

次に、第７条、たな卸資産の購入限度額を３，２０５万４，０００

円に改めるものでございます。 

以上で、議案第５号の説明を終わります。 

議  長 都市整備課長。 

都市整備課長 それでは、議案第６号 令和元年度南幌町下水道事業特別会計補正

予算（第２号）の説明を申し上げます。 
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初めに歳出から説明いたします。９ページをごらんください。 

１款下水道事業費１項２目管理費、補正額１，３２１万４，０００

円の減額です。管理費２節給料から４節共済費は、担当職員の異動に

よります給与費等の精査によるものです。１９節負担金補助及び交付

金は、江別市汚水処理に係る維持管理負担金の精査による減額です。

２７節公課費は消費税額の確定によるものです。 

３目建設費、補正額１，６９９万９，０００円の減額です。１５節

工事請負費は、新たな公共桝の設置が無かったことによる減額です。

１９節負担金補助及び交付金は、江別市南幌関連工事負担金の確定に

よる減額です。次ページにまいります。 

２款公債費１項１目元金、補正額５万９，０００円の追加です。続

いて、２目利子補正額６万６，０００円の減額です。いずれも借り入

れを行っている公債費の利率確定によるものでございます。 

続きまして、歳入の説明をいたします。８ページをごらんください。 

１款分担金及び負担金１項１目下水道事業負担金、補正額１４万７，

０００円の追加です。新たに１件の下水道の接続があったことによる

受益者負担金の追加です。 

３款繰入金１項１目一般会計繰入金、補正額１，４９６万７，００

０円の減額です。歳出及び分担金、並びに町債などの確定により一般

会計繰入金を減額するものです。 

６款町債１項１目下水道事業債、補正額１，５４０万円の減額です。

歳出、建設費の江別市南幌関連工事負担金が確定したことから減額す

るものです。 

以上、歳入歳出それぞれ３，０２２万円を減額し、補正後の総額を

１億９，２５２万５，０００円とするものです。続きまして５ページ

をごらんください。 

第２表、地方債補正の説明を行います。歳出で説明しました、江別

市公共下水道事業南幌関連工事負担金が確定したことによる限度額の

変更です。起債の目的、下水道事業。補正前の限度額３，１２０万円

を補正後の限度額１，５８０万円とし、１，５４０万円減額するもの

です。起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更ございませ

ん。続きまして１５ページをごらんください。 

地方債に関する調書につきましては、南幌公共下水道事業に対しま

す地方債の現在高見込み額を、今回の補正額に合わせて変更するもの

です。以上で議案第６号の説明を終わります。 

続きまして、議案第７号 令和元年度南幌町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）の説明を申し上げます。初めに歳出から説明

いたします。８ページをごらんください。 

１款農業集落排水事業費１項１目管理費、補正額３７万２，０００

円の減額です。１３節委託料で、汚水処理施設に関わります業務委託

料の精査によるものです。 

２款公債費１項１目元金、補正額はありません。財源内訳を変更す
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るものです。 

次に、歳入の説明をいたします。７ページをごらんください。 

１款分担金及び負担金１項１目農業集落排水事業分担金、補正額３

７万円の追加です。新たに１件の下水道の接続があったことによる受

益者分担金の追加です。 

４款繰入金１項一般会計繰入金、補正額１２８万７，０００円の減

額です。歳出の精査及び分担金、並びに繰越金の確定により、一般会

計繰入金を減額するものです。 

５款繰越金１項１目繰越金、補正額５４万５，０００円の追加です。

平成３０年度事業会計の繰越金確定によるものです。 

以上、歳入歳出それぞれ３７万２，０００円を減額し、補正後の総

額を２，０７３万９，０００円とするものです。 

以上で、議案第７号の説明を終わります。 

議  長 保健福祉課長。 

保健福祉課長 それでは、議案第８号 令和元年度南幌町介護保険特別会計補正予

算（第３号）の説明をいたします。初めに歳出の説明をいたします。

９ページをごらんください。 

１款総務費１項１目一般管理費、介護保険システム改修に係る事業

費補助金確定による財源内訳の変更でございます。 

２款保険給付費１項１目居宅介護サービス給付費、補正額３８５万

円の減額でございます。１９節居宅介護サービス給付費負担金で３８

５万円の減額。 

３目地域密着型介護サービス給付費、補正額１，２７４万８，００

０円の減額でございます。１９節地域密着型介護サービス給付費負担

金で１，２７４万８，０００円の減額。 

８目施設介護サービス給付費、補正額２５０万円の減額でございま

す。１９節介護施設介護サービス給付費負担金で２５０万円の減額。

１０ページにまいります。 

３項１項１目審査支払手数料、補正額１万円の追加でございます。

１２節審査支払手数料で１万円の追加。利用者数の状況から精査する

ものでございます。 

４項１目高額介護サービス費、補正額２２２万３，０００円の減額

でございます。１９節高額介護サービス費負担金で２２２万３，００

０円の減額。 

６項１目特定入所者介護サービス費、補正額１５２万円の減額でご

ざいます。１９節特定入所者介護サービス費負担金で１５２万円の減

額。以上、保険給付費の減額補正につきましては、実績及び利用見込

みによる精査でございます。次ページにまいります。 

５款基金積立金１項１目介護給付費等準備基金積立金、補正額９１

５万７，０００円の追加でございます。２５節積立金で、９１５万７，

０００円の追加。保険給付費の減額補正による財源調整に伴い、追加

するものでございます。 
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次に歳入の説明をいたします。７ページをごらんください。 

２款国庫支出金１項１目介護給付費負担金、補正額３３７万１，０

００円の追加でございます。１節現年度分介護給付費負担金で３３７

万１，０００円の追加、給付費が減額になっておりますが、国庫支出

金につきましては既に交付決定が行われているため、追加の補正とな

っております。 

次に、２項１目調整交付金、補正額５２０万５，０００円の減額で

ございます。１節現年度分介護給付費調整交付金で５２０万５，００

０円の減額、 

次に、４目事業費補助金、補正額１８万８，０００円の追加でござ

います。１節事務費補助金１８万８，０００円の追加。介護保険シス

テム改修に係る事業費補助金の確定に伴う追加でございます。 

次に、３款支払基金交付金１項１目介護給付費交付金、補正額６１

６万４，０００円の減額でございます。１節現年度分介護給付費、６

１６万４，０００円の減額。８ページにまいります。 

４款道支出金１項１目介護給付費負担金、補正額２８２万５，００

０円の減額でございます。現年度分介護給付費負担金２８２万５，０

００円の減額。 

次に、６款繰入金１項１目介護給付費繰入金、補正額２８５万１，

０００円の減額でございます。現年度分介護給付費繰入金２８５万１，

０００円の減額。 

５目その他一般会計繰入金、補正額１８万８，０００円の減額でご

ざいます。１節事務費繰入金で、介護保険システム改修に係る事業費

補助金の確定に伴う減額でございます。歳入の補正の主な理由につき

ましては、歳出で説明いたしました保険給付費の精査によるものでご

ざいます。 

以上、歳入歳出それぞれ１，３６７万４，０００円を減額し、補正

後の総額を７億８，５１３万５，０００円とするものでございます。

以上で、議案第８号の説明を終わります。 

議  長 住民課長。 

住民課長 それでは、議案第９号 令和元年度南幌町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）の説明を申し上げます。初めに歳出の説明をしま

す。８ページをごらんください。 

２款後期高齢者医療広域連合納付金１項１目後期高齢者医療広域連

合納付金、補正額２６６万円の減額です。内訳としまして、事務費負

担金５１万９，０００円の減額。令和元年度負担金の確定によるもの

です。 

次に、保険料等負担金５１万１，０００円の減額。令和元年度の保

険料収納見込みによるものです。 

次に、保険基盤安定負担金１６３万円の減額、令和元年度負担金の

確定によるものです。 

続きまして、歳入の説明をします。７ページをごらんください。 
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１款後期高齢者医療保険料１項１目後期高齢者医療保険料、補正額

５１万１，０００円の減額です。１節現年度分５３万６，０００円の

減額、２節滞納繰越分２万５，０００円の追加。いずれも令和元年度

の収納見込みによるものです。 

続きまして、３款繰入金１項１目事務費繰入金、補正額１１０万５，

０００円の減額です。事務費繰入金、町業務分として５８万６，００

０円、広域連合共通経費分として５１万９，０００円、いずれも精査、

確定により減額するものです。 

次に、２目保険基盤安定繰入金、補正額１６３万円の減額です。保

険基盤安定負担金の確定によるものです。 

続きまして、４款繰越金１項１目繰越金、補正額５８万６，０００

円の追加です。平成３０年度繰越金の確定によるものです。 

以上、歳入歳出それぞれ２６６万円を減額し、補正後の総額を１億

３６８万８，０００円とするものです。以上で、議案第９号の説明を

終わります。 

議  長 ここで、午後１時まで休憩をいたします。 

 （午前１１時４６分） 

（午後 １時００分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

午前中に、令和元年度の各補正予算の説明が終わっておりますので、

これより質疑を行います。質疑にあたりましては議案ごとに行います。 

初めに、議案第３号 令和元年度南幌町一般会計補正予算（第５号）

の質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので、議案第３号についての質疑を終結いたし

ます。 

次に、議案第４号 令和元年度南幌町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）の質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので、議案第４号についての質疑を終結いたしま

す。 

次に、議案第５号 令和元年度南幌町病院事業会計補正予算（第３

号）の質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので、議案第５号についての質疑を終結いたし

ます。 

次に、議案第６号 令和元年度南幌町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）の質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので、議案第６号についての質疑を終結いたし

ます。 

次に、議案第７号 令和元年度南幌町農業集落排水事業特別会計補
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正予算（第１号）の質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので、議案第７号についての質疑を終結いたしま

す。 

次に、議案第８号 令和元年度南幌町介護保険特別会計補正予算（第

３号）の質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので、議案第８号についての質疑を終結いたし

ます。 

次に、議案第９号 令和元年度南幌町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）の質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので、議案第９号についての質疑を終結いたし

ます。 

お諮りいたします。本７議案につきましては、この際討論を省略し

直ちに採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。採決に当たりましては、議案ごとに行い

ます。 

議案第３号 令和元年度南幌町一般会計補正予算（第５号）は原案

のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第４号 令和元年度南幌町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第５号 令和元年度南幌町病院事業会計補正予算（第３号）は

原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第６号 令和元年度南幌町下水道事業特別会計補正予算（第２

号）は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第７号 令和元年度南幌町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 
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御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第８号 令和元年度 南幌町介護保険特別会計補正予算（第３

号）は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

議案第９号 令和元年度 南幌町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

日程１３ 議案第１０号から日程２２ 議案第１９号までの１０議

案につきまして、関連がございますので一括提案をいたします。 

●日程１３ 議案第１０号 職員定数条例の一部を改正する条例制 

定について 

●日程１４ 議案第１１号 職員の給与に関する条例の一部を改正 

する条例制定について 

●日程１５ 議案第１２号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一 

部を改正する条例制定について。 

●日程１６ 議案第１３号 令和２年度南幌町一般会計予算 

●日程１７ 議案第１４号 令和２年度南幌町国民健康保険特別会 

計予算 

●日程１８ 議案第１５号 令和２年度南幌町病院事業会計予算 

●日程１９ 議案第１６号 令和２年度南幌町下水道事業特別会計 

予算 

●日程２０ 議案第１７号 令和２年度南幌町農業集落排水事業特 

別会計予算 

●日程２１ 議案第１８号 令和２年度南幌町介護保険特別会計予 

算 

●日程２２ 議案第１９号 令和２年度南幌町後期高齢者医療特別 

会計予算 

 以上１０議案を一括して議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第１０号から議案第１９号まで

の１０議案につきまして、提案理由を申し上げます。 

初めに、議案第１０号 職員定数条例の一部を改正する条例制定に

つきましては、町立病院の診療体制見直しに伴い職員定数を変更する

必要があるため、本案を提案するものです。 

次に、議案第１１号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例制定につきましては、町立病院の診療体制見直しに伴い新たに職を

設置するため、本案を提案するものです。 
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次に、議案第１２号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例制定につきましては、町立病院の診療体制の見直しに伴い

手当を新設するため、本案を提案するものです。 

次に、議案第１３号から議案第１９号の７議案につきましては、令

和２年度における南幌町一般会計予算及び各種特別会計予算であり、

概要につきましては、別途配付いたしました、令和２年度南幌町各会

計予算編成の概要により副町長が説明いたしますので、よろしく御審

議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 予算編成概要の説明を求めます。副町長。 

副 町 長 （予算編成概要の朗読により説明する） 

議  長 ただいま上程されました１０議案の取り扱いについてお諮りいたし

ます。 

９番 川幡 宗宏議員。 

川幡議員 ただいま上程されました令和２年度各会計予算及び関連条例議案な

どにつきましては、議長を除く９名による予算審査特別委員会を設置

して本１０議案を付託し、休会中に審査してはいかがと思いますので、

議長よりお諮り願います。 

議  長 お諮りいたします。ただいまの川幡 宗宏議員からの御発言は、９

名による予算審査特別委員会を設置して本案を付託し、休会中に審査

するという御意見でありますが、そのように決定することに御異議あ

りませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本１０議案は予算審査特別委員会に

付託し、休会中に審査することに決定をいたしました。 

ただいま設置されました予算審査特別委員会の正副委員長について

お諮りいたします。 

９番 川幡 宗宏議員。 

川幡議員 ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員長には本間 秀

正議員、副委員長には菅原 文子議員の両氏を推薦いたしますので、

議長よりお諮り願います。 

議  長 お諮りいたします。ただいま川幡 宗宏議員から提案がありました

とおり、委員長には本間 秀正議員、副委員長には菅原 文子議員と

の御発言でありますが、そのように決定することに御異議ありません

か。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって委員長には本間 秀正議員、副委員

長には菅原 文子議員と決定をいたしました。 

以上で本日予定されておりました全ての議案審議が終了いたしまし

た。明日６日午前９時３０分まで延会といたしたいと思いますが御異

議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって明日６日午前９時３０分まで延会と
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いたします。 

御苦労さまでした。 

 （午後 １時２５分） 
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令和２年第１回南幌町議会定例会会議録      ３月 ６日 

（午前９時３０分） 

議 長 おはようございます。 

昨日より延会となっておりました、令和２年第１回南幌町議会定例

会をただいまより再開いたします。 

本日の出席議員数は１０名でございます。直ちに本日の会議を開き

ます。 

●日程２３ 一般質問を行います。 

本定例会の一般質問通告者は５名でございます。一般質問につきま

しては通告順に行います。 

２番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 本日は、町長に２問の質問をさせていただきます。 

まず１番目に交通安全対策についてでございます。南幌町第６期総

合計画での交通安全対策の課題として、町民の交通安全意識の高揚を

より一層図るための取り組みと信号機の適正配置が書かれています。

最近では、運転に不安を持つ高齢者が本町でもふえてきました。高齢

者一人ひとりが安心安全に暮らせる対策が必要と考え、次の２点につ

いて伺います。 

１、町から国道に出る第２みどり橋の手押し信号機がある交差点は、

乗用車で横断する際、右側から来る車両が道路の形状がカーブしてい

るため目視しにくく、特に大型車両の交通量も多いためこれまでに人

身事故も発生しております。地元住民からは早期の安全対策をとの声

があります。感応式信号機やカーブミラーを設置する考えは。 

２、栗山警察署によると、昨年１２月末現在の本町での自動車免許所

持者は５，３００人程度で、そのうち６０歳以上の保持者は２，２０

０人程度、さらに７５歳以上は４６０人程度であり、免許保持者の約

５割が高齢者ドライバーと言えます。今後ふえ続ける高齢者ドライバ

ーに対し、自己の運転技術を再確認するため体験運転技能講習会の実

施など今後の対策が必要と考えますが、町長の考えは。 

議  長 町長。 

町  長 交通安全対策についての御質問にお答えをいたします。１点目の御

質問については、信号機などの交通安全施設は、北海道公安委員会が

設置することになっており、本町としては町内の交通安全施設の設置

が必要と思われる場所については、栗山警察署に要望書を提出してい

ますが、御質問の場所への信号機の設置については、警察署が定める

信号機設置の支援の条件に満たしていないため、難しいものと考えま

す。また、交差点におけるカーブミラーは、障害物などにより死角と

なる場所に設置するもので、御質問の場所は、一旦停止後、歩道前面

まで進むことにより、目視が可能であることから設置する考えはあり

ません。 

２点目の御質問については、議員御指摘のとおり、運転免許証保有

者の高齢化が進むことが予想され、本町としても高齢者の運転による
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交通事故防止の観点から、高齢者運転免許証自主返納支援事業を実施

しています。高齢者ドライバーに対する取り組みとしては、本年度シ

ルバードライバークラブによる交通安全危機予測シミュレーション体

験会を開催したところであり、今後におきましても、栗山警察署や各

関係団体との連携によるドライブシミュレーター体験などの実施を検

討してまいります。 

議  長 ２番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 

(再質問) 

ただいま答弁をいただきました。この中に、歩道前面まで進むこと

により目視が可能であるということが書かれていますけれども、ここ

を通る住民の方から見えづらい、目視がしづらいというお声をいただ

き、きょうの質問に至ったわけでございます。それでこの信号機の交

差点は、住宅団地の急激な建設に伴って車の交通量が増加しました。

以前から見通しも悪くて、子どもの横断に危険であり事故もふえて、

町内会やＰＴＡからも手押し信号機の設置の声が強くあって、平成７

年にあそこの手押し信号機が設置されたと聞いております。ただ横断

する国道は緩やかに右手がカーブしているために、車の鼻先をかなり

出さなければ右側の車が見えません。特に軽自動車などは、冬になっ

て雪が積み上がるとガードレールもあり、それが目隠しになっていて、

右側から来る大型トラックなどが来た際には、トラックから自分が見

えていないのではないだろうかという、そういう心配の声もございま

した。それで、栗山警察署にお聞きしたところ、この信号機の交差点

で過去５年間の間に人身事故が１件、物損事故が４件起きております。

私の自宅の二階からすぐにこの交差点が見えますので、これまで数多

くの事故現場を見てまいりました。ただここは国道なので、回答に書

かれたように直接町では関わることはできませんし、信号となると難

しいとも聞いております。高齢者ドライバーもふえてまいりますので、

より強い国や道への要望と、それがどうしても厳しければカーブミラ

ーが必要と思うのですが、ミラーができないということであれば、事

故多発の場所にどのように対策を考えていくのかお聞きいたします。

それと安全運転を意識して事故をなくすという意味では、本町でも高

齢者の免許返納が年々ふえてきておりますけれども、実際高齢者にな

って身体能力や認知能力が低下しても、本人が自覚せず返納を拒絶す

るケースもあるとお聞きしております。周囲が無理やり免許の返納を

求めると、かえって意固地になる場合もあると言われております。本

人がどうしても運転を諦めないのであれば、安全運転を意識できるよ

うな進め方も大事ではないかなというふうに思います。本町では通告

文で示したとおり２，２００人の６０歳以上で免許をお持ちの方がそ

のままこの町に住んでいれば、もっと高齢ドライバーにつながる確率

が高いわけでございますので、免許を返すということも大事ですけれ

ども、まず安全に乗るということを優先に考えていくことが大事では

ないかと思います。皆さんももうよく御存じだと思いますけれども、

今、国では安全制御システムなどによって対策が取られていますけれ
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ども、本町ではまだまだ十分に広がっているとは言えません。まず自

分の身は自分で守る意識を持って、高齢者が事故を起こすと被害者や

その家族が悲劇であることは当然でございますけれども、高齢者本人

やその家族の人生も壊れてしまいます。高齢者運転の危険性をドライ

バーがしっかりと認識して、積極的に対応を考え対策していくことが

重要ではないかと思います。そこで今回北海道警察が昨年３月に導入

した交通安全車「ほくと号」という名前のついたバスがあります。こ

れは運転シミュレーションが体験できるバスです。これは高齢者だけ

ということではありません。運転免許を持っている方であれば皆さん

体験できるそのバスですが、この参加者は仮想道路を走行して突然飛

び出してくる子どもやトラックの影から出てくるバイクなど実際の交

通事故現場をバーチャルリアリティーのゴーグルを着用して体験でき

るものです。最寄りの警察署に申し込めば無料で来ていただけますの

で、高齢者だけではなく若い方にも参加していただき交通安全を再確

認できる環境づくりが必要だと思いますが、町長はいかがお考えでし

ょうか。 

町  長 

(再答弁) 

佐藤議員の再質問にお答えをいたします。信号機等の設置に関して

は、毎年栗山警察署に３８カ所位要望しているところでありまして、

なかなかこれが実現していないというのが現状でありまして、御指摘

の場所、私もちゃんと通っております。そこでゆっくりやれば死角に

ならない部分でありますので、警察の方々もそれを見ていただいてお

りますので、おそらく申請しても難しいということがわかっている。

それよりもっと事故の起きている場所には早く付けていただきたいと

いうお願いもしているところでありますので、ミラーも含めてあそこ

から出る方々がちょっと慎重に出ていただければ、大型車も特に見え

るわけでありますので、むしろ逆に言うと小さい車が来ると見えづら

い可能性はあるのですが、冬は慎重になればある程度できるのではな

いかなというふうに思っております。それから高齢者の関係、ふえて

いくのは間違いないということでありますし、今、免許証の更新７０

歳になるとそのときにかなりの講習を受けなくてはなりません。それ

で諦める方も結構おられるようであります。３年に１度の免許更新で

すから、そこまで待てるかどうかというのは、また別問題であります

けれども、もう７０歳の時からそういう講習を受けるということに最

近なっているようでありますので、ある程度そこで自覚がいただける

のかというふうに思っております。また体験「ほくと号」の関係、う

ちも平成２９年、平成３０年とやっておりますけれども、頃合いを見

ながらまたそういう体験、先ほど答弁させていただいたようにいろん

な体験が来ていただけるニーズが多くなるような時にできればいいか

なというふうに思っておりますが、いろんなイベント等と併用ができ

ればまたいいのかなと思ったりもしております。どちらにしても、高

齢化が進んでいることでありますので、そういう機会をふやしながら、

高齢者の安全運転に努めていただけるように啓発活動をしていきたい
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なというふうに思っています。 

議  長 ２番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 

(再々質問) 

再々質問させていただきます。今町長の御答弁を聞きまして、安全

確認をしながら渡りなさいというそういうお話だったと思います。皆

さん十分に安全確認をしながら渡っているわけですけれども、昨年も

大きな事故がありました。そういう部分ではいろんな形で設置が厳し

いということはわかるんですけれども、しっかりそこは町としてもあ

そこは危険箇所なんだということを認識してお願いしたいなと思いま

す。それで高齢者の、先ほどシミュレーションのことなんですけれど

も、確か７５歳以上ですか、高齢者の今そちらのほうはお金がかかる

んですよね。結構な料金がかかるんですけど、こちらのほうはお金が

かからないので。ちょっと先ほど何年も前からされていたというお話

があったんですけれども、私が聞いたところでは昨年その新しい車が

導入されたということですので、また形が変わったのではないかなと

いうふうにそのように思います。やはり人の命が第一優先だと思いま

す。事故も起きているし今後も起きる可能性のある場所でございます。

事故を減らす対策を進めていただきたいと思いますけれども、以前住

民からの要請で、この交差点の雪が山積みで見通しが悪いので除雪を

お願いしたいということもありまして除雪をしていただきました。特

にそういう危険な場所でございますのでカーブミラーも無いしなかな

か鼻先を出さないと見られないというそういう場所でございますの

で、雪がたくさん積もったときにはまず来て見ていただきたいなと思

います。本当に危険な場所ですぐできるところに関しては、日ごろか

ら点検をよく行っていただきたいなというふうに思っております。今

回の行政報告で、町長は交通安全について悲惨な事故が起こらないよ

う町民一人ひとりの交通安全意識の向上に努めるということを言われ

ておりました。国でも、今はサポート補助金、また自動踏み間違い後

付け装置の補助金の政策が打ち出されていますが、良いとは解ってい

てもなかなかその購入まで踏み切れない方もいるようでございます。

経済産業省や警察庁でも、その無償でサポートカーの試乗体験を推奨

しております。栗山警察署に申し込むことによって可能でございます

けれども、住民が安心して運転できるためにぜひそのサポートカーの

試乗体験、場所も改善センターの横の駐車場ぐらいのスペースがあれ

ば十分にできるというお話でございましたので、ぜひそういうことも

検討していただけたらなと思いますが、いかがでしょうか。      

議  長 町長。 

町  長 

(再々答弁) 

佐藤議員の再々質問にお答えをいたします。先ほども申し上げたよ

うに信号機の等の設置要望をしているということで、もともと危険な

箇所が町内にたくさんございますので、そこも合わせて要請をさせて

いただいているということは御理解いただきたいというふうに思って

おります。それから除雪、今年はちょっと少雪で少なくていつもより

は危険度が少ないですが、国道３３７号線の道路上はもっともっと例
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年でいくと危なくて国の道路管理者のほうへ要請をさせていただいて

おりますので、今後も気を付けながらそのことについてはしていきた

いなと。また、町の除雪の関係も併せてそれには気を使いながら進め

てまいりたいなと思っております。それからどちらにしても啓蒙活動

これはいろんな団体通じながら、あるいは広報誌等を使いながら交通

安全ということは訴え続けていかなければ町民一人ひとりにやっぱり

感じてもらうというのが一番大事だと思っておりますのでその辺はし

ていきたいと思っています。それからサポカーについては栗山警察署

と相談しないと、うちの町だけでどんどんできるかどうかとその辺も

ありますので。それからスペースと、それだけやってもなかなか先ほ

ど申し上げたように何かとうまくタイアップしないと広く伝わらない

のかなと思っております。あるいは今、メーカーでもそういうのを何

かやっているようでありますので、それらも含めながら何ができるか、

栗山警察署と検討しながら進めてまいりたいなと思っております。 

佐藤議員 よろしくお願いします。 

それでは２問目に移ります。在宅介護について。 

第７期介護保険事業計画では、高齢者が住み慣れた地域で自分らし

い暮らしを続けることができる社会の実現に向け、医療と介護の関係

が連携して在宅医療介護を提供することが重要となります。本計画の

アンケート調査では、「もしあなたが介護できなくなったとき介護を担

える方はいますか」に、はいが３６．４％、いいえが６３．６％とあ

りました。全国でも２０２５年には１００万人の介護人材が不足する

と言われています。今後加速する高齢化の中で、本町は在宅介護の担

い手をどう確保していくのか。また介護者の定着支援に関する町の取

り組み状況と課題について伺います。 

次に、一人暮らしの高齢者の見守り強化として、本町は社会的孤立

を防ぎ、住み慣れた地域で安心して暮らせるために、単身世帯増に対

する対策が強く求められています。アンケート調査では、在宅生活の

支援サービスの必要なこととして見守り、声掛けとごみ出しがありま

した。一人暮らしの高齢者が、自力でごみを集積場所まで運べなくな

るケースがふえつつあります。本年度から国では、ごみ出し事業に対

して財政面で後押しする方針を打ち出しました。身近にごみ出しがで

きる親族がおらず、要介護の認定を受けている方や障がいのある方な

どを対象にした、家庭ごみの庭先で収集する支援を実施する考えにつ

いて伺います。 

議  長 町長。 

町  長 在宅介護についての御質問にお答えをいたします。介護人材につい

ては、２０２５年度末まで約２４５万人が必要と予測され、国や地方

自治体では、様々な対策を講じております。現在、本町においては介

護職員は不足していませんが、国による賃金向上などの処遇改善や、

町における中学生の職場体験などの介護職の理解向上に向けた取り組

みにより、在宅介護の担い手確保に努めています。さらに介護予防・
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日常生活支援総合事業において、要支援者等の訪問介護を高齢者事業

団に委託しているほか、コーディネート事業により、生活支援をでき

る人材の確保に努めています。介護職員の定着支援については、各事

業所での離職状況を把握するための人材実態調査を実施しており、そ

の結果を分析し必要な支援を検討してまいります。 

次に、要介護認定を受けている方や障がいのある方などのごみ出し

支援については現在、介護予防・日常生活支援総合事業と訪問介護の

中で実施しています。高齢化や核家族化の進展を背景とした、高齢者

世帯などへの政策の必要性は認識しているところであり、第８期介護

保険事業計画策定に向けたニーズ調査などの実態を踏まえ、ごみ出し

を含めた生活支援を検討してまいります。 

議  長 ２番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 

(再質問) 

再質問させていただきます。ただいま回答いただきまして本町の介

護保険制度が開始されたのが平成１２年から平成１５年の間に７５歳

以上の高齢者は約３倍に増加しました。そのような中で、平成１８年

からあいくるを拠点に、地域包括センターが設置されて、高齢者にな

っても安心して暮らすことができることを目指して様々な事業をただ

今南幌町でも展開しております。今回、町立病院の医療体制が整い在

宅支援の充実も期待しております。高齢者になって介護が必要になっ

ても、この町に住み続けることができると住民も安心につながったと

感じております。しかし、全国的に介護ヘルパー不足は進んでおりま

す。特にこの訪問介護ヘルパーというのは、他の施設よりも群を抜い

て不足していると言われています。それで在宅で介護を担える人材が

いなければ、せっかくこの町で進めようとしている在宅診療もかなわ

ないと思います。今後急激に介護人口の増加は予想される中にあって、

本町でもその訪問介護ができる人材の確保も必要ではないかと感じて

おります。以前この町にも数名の介護ヘルパーがいたとお聞きしてお

りますが、そこのところの町長の考えをお伺いいたします。また在宅

での介護は家族も身近な大きな担い手でございます。しかし少子高齢

化によって一人で何人もの親を介護する多重介護、また老々介護、介

護離職、介護疲れが今、事件事故につながっているケースが多くござ

います。本町の在宅介護者は、認知症と足腰が自由にならない方が多

くなっておりまして、また介護する家族の方も６０歳以上という方が

多く示されております。介護で不安なこと、その介護する方がこれか

ら介護で不安なことについては、認知症の方の対応と認知症の家族の

対応と外出の送迎が心配だとの声が多くありました。また介護者の仕

事を続けていくことに今のところは問題ないけれども、何とか続けて

いけるけれども不安だというそういうお声もございます。うちの町で

は介護者の集いがあるんですけれども、そういうことを知っているけ

れども参加していない。また知らなくても参加しないという方が多い、

その本の中身はちょっとわからないんですけれども、今までアンケー

ト調査でそのように出ておりました。今現在第８期のそのニーズ調査
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が始まっております。我が家にも来ました。その中で今後数字だけで

はなく、このように家族介護の実態を把握した上で、さまざまな状況

に応じたその数字だけではなくてきめ細かい対策を検討していくべき

ではないかと考えます。定着支援に関しては、ぜひとも次の介護計画

でしっかり検討していただきたいとそのように思います。家庭ごみの

庭先収集ですけれども、今全国の自治体で進められています。その背

景には高齢者が体力的な問題で重たいごみを収集場まで運べない。ま

た自宅にごみを溜めていることが近所にわかると恥ずかしくて助けを

求められない。認知症の疾病などで収集日や分別がわからなくなる。

また、介護放棄や引きこもりなどで孤独死がふえているということが、

実態調査で示されております。従来、これまでのごみ収集の考えとい

うのは、利用者同士の相互の助け合いというのが基本だったと思うん

ですけれども、本来、隣近所声をかけ合いまして、よく町長が言う、

隣近所声をかけ合って助け合うというのがそれは理想なんですけれど

も、実際にご近所同士のつながりも薄くなりまして、老々介護の地域

もふえております。そういう中で昨年の暮れに総務省で全国的にごみ

捨てサービスを実施している自治体に、予算の半額を助成するという

そういう通知が各自治体にも来ていると思います。これは現在、やっ

ていなければ申し込むことはできないですけれども、今後そういうこ

とをぜひ各自治体も検討してほしいというそういう声がありました。

それで回答のほうで日常生活支援総合事業の中でされているというこ

とでありましたけれども、本町ではごみ捨てだけの介護サービスとい

うのは難しいらしく、通常の訪問介護でも、介護サービスを受けてい

る訪問介護の方でも、ごみ捨て収集日とヘルパーの訪問日が合わない

とごみを捨てることができないというそういう声がありました。また

介護が必要になりそうな、先ほど言った今は介護を受けてないけれど

もこれから介護認定されそうですよというそういう高齢者を対象とし

ている日常生活支援総合事業の中でもそういう取り組みをしていると

いうお話でしたけども、町民の間ではまだまだその制度の仕組みが住

民に浸透し切れていない部分もあるのではないかと思います。先日の

議会報告会でも、ごみステーションに何回もごみが残っていて自分が

持ち帰って分別したというそういうお声もございました。特に認知症

の障がいを持たれていたり、脳疾患で体の障がいがある方などは日常

の生活は何とか自分でできるんだけれども、ごみ出し支援があれば助

かるんだけどなというそういう声もございました。そして、この事業

の良い所はそれだけではなくて、１件１件回ることで高齢者の見守り

にもつながるということです。隣の北広島市では、平成２０年からこ

れが事業化され、現在２００件の利用者があるそうです。高齢者のご

みがいつものように出されていなかったので、気になって保健福祉に

連絡し駆けつけたところ、自宅で倒れていたというそういうケースも

あったということでございます。ぜひ、うちの町でもこういうものを

取り入れるべきではないかと思いますが、町長いかがでしょうか。 
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議  長 町長。 

町  長 

(再答弁) 

佐藤議員の再質問にお答えをいたします。この介護ヘルパーという

のは、なかなかこれから多分全然不足になるのかなと、近くの町の介

護学校も定員を減らしたということで、ニュースが出ておりました。

若者がなかなかこの職に就かないと、国のほうも相当危機感は持って

今それに向かっていただいているようでありますので、私どもも何と

か今のところは不足はしておりませんけど、いずれ来るのだろうなと

思いますので、その辺の支援の仕方だとかいろんなことを北海道ある

いは国に現状を訴えながら、少しでも改善をして就いていただける職

になるように働きかけていきたいなというふうに思っております。そ

れからごみ出しの関係については、今該当者については訪問した時に

ちゃんとやっているようで、なかなか庭先のごみというのは、ごみは

南空知公衆衛生組合でやっていますから、単独ではありませんので。

これがどこでも、庭先に出るのを皆がしたら、それができるかといっ

たらうちの中ではなかなか厳しいと町の負担も相当かけなければ収集

してもらえないということもありますので、今、うちの中でやれる範

囲でやらせていただいておりますので。そして今第８期のニーズ調査

をさせていただいています。それもかなり回収が良くて記名で回収を

させていただいております。状態把握もさせていただいておりますの

で介護者についてはある程度担当課で把握をしながらやっております

し、あるいは民生委員等々の情報もいただいてやっておりますので、

とりあえず第８期に向けて、不足しているものについては盛り込める

ようなことも考えていかなければならない時代なのかと。国のいろん

な制度もありますので使えるものは使いたいと思っておりますがなか

なか厳しさがありますので、簡単によそがやっているからうちができ

るかというそういう問題ではございませんので、それらも精査しなが

らうちの町にとってお年寄りが安心して暮らせる手法を取り入れなが

ら、やってまいりたいなとそんなふうに思っています。 

議  長 ２番 佐藤 妙子議員。 

佐藤議員 

(再々質問) 

ありがとうございます。最後に町長にお聞きしたいのですが、町長

はこのたび地域包括病棟を導入して、地域医療の役割を果たしていく

と表明されました。先日の病院だよりに山内院長の挨拶の中で、病気

になっても、あるいは以前とは健康状態が変わったとしても、あなた

らしく日々を過ごしていくことを精一杯お手伝いし支えさせてくださ

い、それが当院には大切な使命の一つと考えています。自宅でより安

心して過ごしていただけるよう訪問診療の拡充を検討します。とそう

いう記事がございました。そのためには、医療と介護が両輪のように

進んでいかなければ、この地域包括の整合性は保たれないというふう

に思います。在宅診療体系は、町民に思いは通じていくものと思いま

すけれども、充実した在宅介護を進めるために、町民が安心していた

だくために、町長は今後、どのように進めていかれるのかお伺いいた

します。 
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議  長 町長。 

町  長 

(再々答弁) 

佐藤議員の再々質問にお答えをいたします。やはり、うちの町も間

違いなく高齢化になってきているということで、毎年、率にして１．

数％上がっているわけであります。元気なお年寄りをまず作りたいと

いうのは当然でありますが、どうしても介護が必要になる方々、そし

て私もお年寄りを見ていたからよくわかるのですが、できれば病院や

施設に入りたくなくて、家に先生が来てもらって診てもらいながら余

生を送りたいと、それは自分の身内からもありましたし、いろんな方

から何とか訪問診療もしていただいてそんなことができないのかとい

うお話もたくさんいただいております。ですので早く病院の診療体制

を整えて地域包括ケア病棟ということは訪問診療をやっていくという

ことでありますので、そのために電子カルテも入れさせていただいて

そういう体制作りをしてそういうニーズに対応していきたいと。いろ

んな町民の方の思い、やっぱり病院に入って診てもらうほうがいいと

いう方もいますし、いろんなニーズがありますのでそれにできるだけ

対応できるように、町立病院も動かしながらやっていきたいし、また

担当課の保健福祉課と病院は毎月のように情報交換をして、状況把握

をお互いしておりますので、より地域包括ケア病棟になると、そこは

まだまだ密にしていくことになりますから、町民の皆さんにとっては

少しは安心していただける、病院と連携した保健福祉活動が私はでき

て、どういう対応にもできる、わが町の医療福祉につなげていければ

一番いいのかなとそんな思いで今、やっているところです。 

議  長 以上で、佐藤 妙子議員の一般質問を終わります。 

次に、８番 菅原 文子議員。 

菅原議員 

 

町民への広報広聴活動より活発に行うには。執行方針分で質問させ

ていただきます。 

町政執行方針では「人口減少の抑制と知名度アップの取り組みにつ

いて」に関して、子育て世代を中心とした交流人口を呼び込むため、

町内外の多くの方が交流できる子どもの遊戯施設を核とした施設の整

備を行い、将来的な移住人口の増加につなげる施策として推進すると

しています。「地域医療を担う町立病院の維持」では、町立病院におい

て病床数を８０床から６０床へ削減し、一般病棟への転換に伴い総合

内科医師１名を増員し診療体制の充実を図るなど、町民が安心して医

療を受け地域で暮らし続けられるよう地域医療の役割を果たすとして

います。「財政基盤の安定と行政改革の推進」では、財政状況について

は今後も大幅な歳入増加が期待できない一方で、歳出では社会保障関

係費や公共施設の改修など投資的経費の増加が見込まれ厳しい状況が

続くものと考えますとしています。 

執行方針の最後では、「この地で、誰もが安心して暮らし、希望を持

ち、そして子どもたちがふるさと南幌を実感できるまちづくりを進め

るため、町民の皆様と心を一つにして、持てる力の限りを尽くしてま

いる決意であります」としています。行政と議会と町民は互いに情報
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を共有し、安全で住み良いまちづくりをしていかなければならないと

考えます。特に町立病院と誘客交流拠点施設については、もっと町民

への情報提供が必要だったと考えます。 

町立病院については、身近な地域医療だと一人でも多くの町民に感

じてもらうにはどのような診療体制にするのか、加えて安心して在宅

療養を受けることができることを町民に知らせるべきだと考えます。

２月１９日の北海道新聞で「南幌病院６０床に削減」と大きな見出し

で掲載され、町民は新聞を通して知ることとなりました。 

誘客交流拠点施設については、町広報１２月号にアンケート・ヒア

リング調査結果が掲載され、１２月の定例会で一般質問をしましたが、

まだ検討段階ですという町長の答弁でした。この施設については当初

小学生まで遊べる誘客交流拠点施設だということでしたが、その後、

高齢者や家族連れが使用したり、あそびの達人でも使えるフリースペ

ースも設けるなど施設内容も変わってきました。町民への十分な広報

広聴をせず、急ぎの案件として議会に承認を求められました。町広報

２月号のパブリックコメントとして、第２期南幌町まち・ひと・しご

と創生総合戦略について、２月１０日から３月２日まで町民からの意

見を募集していますが、その中で誘客交流拠点施設エリアでの雇用１

０人、エリアの込客数１４万５，０００人などこの施設に関して記載

されています。しかし、同じ執行方針の中で、今後公共施設の改修な

ど投資的経費の増加が見込まれると述べられていますが、このような

新たな公共施設を建設することに矛盾を感じます。  

２月２２日、２３日に行った議会報告懇談会では、町立病院と誘客

交流拠点施設について、町民から質問や意見がありました。執行方針

の第４に「信頼づくりのまち」とありますし、町民の皆様と心を一つ

にして持てる力の限りを尽くしていくとあります。それには町民の理

解を得ることが重要だと思います。 

このように、町立病院や誘客交流拠点施設のように、多くの町民の

協力を必要としたり、関わったりするような大規模な事業に関しては

町民と情報を共有し、子育て中の保護者など一部の町民だけではなく、

幅広い世代の町民への広報広聴活動より活発にするべきと考えますが

町長の考えを伺います。 

議  長 町長。 

町  長 町民への広報広聴活動をより活発に行う考えは、の御質問にお答え

します。町民への広報活動では町広報誌をはじめ、ホームページなど

を活用し、きめ細かな情報提供に努めています。また、広聴活動では

故郷ふれあいミーティングや町民意見箱などを通じて、町政への御意

見や御提案をいただいています。町立病院については、近年の病床稼

働率などを踏まえ、６０床に削減したうえで、本年８月に一般病床へ

転換し、さらに令和２年度中を目標に地域包括ケア病棟を導入するこ

とで、町民が安心して医療が受けられる環境の向上を図るものです。

その内容については、町広報や病院だよりなどを活用し適宜お知らせ
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してまいります。また、誘客交流拠点施設整備事業については、近年

増加が見込まれる人の流れを取り込み、交流人口の拡大を目指した取

り組みとして議会との協議を行い、先般同意をいただいたことから進

めるものであり、今後も多くの町民の意見が反映されるよう取り組ん

でまいります 

議  長 ８番 菅原 文子議員。 

菅原議員 

(再質問) 

再質問をさせていただきます。今、御答弁をいただきましたけれど

も、この町立病院と誘客施設については、一番町民の協力や理解を必

要とする事業であると、私はこの二つに関しては特に思っております。

１２月の定例会での一般質問とその後も、まだ作るかどうかも決まっ

ていないという御答弁でしたけれども、年が明けてすぐに議会に承認

をということでお話がありました。しかしながら、私はその中でも何

度も町長に作ると決める前に町民の方々の御意見をお聞きいただきた

いということでお願いしてまいりましたけれども、それは最後まで叶

わず、このように同意を得るというところまで行きました。それが私

はとても残念に思っております。この町立病院に関しましても８０床

から６０床になるということで、住民の方々は大変不安を持っていら

っしゃるようです。通告でもお話ししましたけれども、２２日、２３

日の議会報告懇談会の中でも、この二つに関しまして御質問や御意見

がありました。やはりその中で、皆さんとても二つのことに対して心

配や御意見があるようです。また、この誘客施設につきましては、私

のところにお電話をいただいたり、それから直接お会いしたり、折に

入ってお話を伺わせてくださいということでいろんなお話をしたこと

もありますし、それから住民の方々からもいろんな質問や御意見をい

ただいております。その中で一番多かったのが１２月のヒアリングの

アンケート調査でした。それでそれを読むと、あたかも決まったよう

に思っていたという方がほとんどでした。それでその内容はと言いま

すと、もし作るのであればどういうのがいいですかという質問でした

から、それはお子さんがいらっしゃる住民の方々にお聞きしているの

であって、そういうことではないんですよということでお答えをさせ

ていただいておりますけれども、やはり皆様そこのところで誤解をさ

れている方が多かったように私は思います。それと新年交礼会の中で

も、町長の御挨拶の中で誘客交流施設とそれから病院が６０床になる

こと、それと先生が１人ふやされること、こういうこともお話をされ

ておりますので、それがまた噂になって、そのとおり言ったり、噂で

すから違うふうに言ったりというのを、私は肌で感じておりました。

それはやはりこういうことがあってはいけないと、私は大変強く思っ

ているところです。誤解をされるということは大変困るということで

ございます。この同意、きょうのご答弁の中にも議会の同意を得てか

らとのことでしたけれども、以前からお話し、今私お話ししましたよ

うに、新年交礼会であったりいろんな所でお話をしている中で議会の

同意を得てから進めるものであり今後も、ということでお話をいただ
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いておりますけれども、ここのところが大変私の中では矛盾していて

まだ納得がいかないので、そこのところをもう一度御説明していただ

ければと思います。とにかく、私は昨年からずっとお話しておりまし

たのが、町民の方々のところに出向いていただけませんかということ

でお話をしていましたけれど、私の意図としましては歳末それから新

年の各町内会の総会、それとご老人たちの新年会が各所であります。

そこに出向いて、町長のお考えをお話しいただきたいということでお

話はしていたんですけれども、また、今回のお話の中にも、答弁にも

ありますけれど、私の考えと違います。町長と私の考えが違うのはそ

れは当たり前のことですけれども、やはりもう少し丁寧に町民の方々

にお知らせをするべきだったのではないかなと思います。過去のこと

に遡って大変申し訳ありませんけれども、そこのところをもう一度お

聞かせいただきたいと思います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再答弁) 

菅原議員の再質問にお答えをいたします。いろんな覚悟をしながら、

いろんな媒体を使いながら、どの事業、この二つの事業ではなくて町

の事業はご説明させていただいております。菅原議員と違うのは、意

見の違う方々のご意見をいただいているのだろうと思います。それは

それとして私は謙虚に受けとめます。ただ、私にとっては大いに進め

れと。久しぶりに南幌町としては明るい話題だとそんな声もいただい

ています。それらを全部総合して私は判断し、ましてや大きな事業で

すから、議会の方向が定まらないうちに手を挙げて、これをやるぞと

いうことにはなりません。これは自前のお金で、全部１００％自前で

やるのならできると思います。だけど５割以上、よそからいろんな補

助金や交付金をもらって建設をしようとしているわけでありますか

ら、議会である程度の同意をいただけなければ、前には進まない。そ

れで議会の総意として議長が私のところに進めていいよといただいた

ものですから、執行方針に載せさせていただきました。当然、国や道

にこのことの応援をいただかなければなりませんので、議会には同意

をいただいたのでトライをさせていただきますと、何とかよろしくお

願いしたいと。中身については、これから詰めることであります。当

然議員からもいろんなことを言われておりますから、それらを含めて。

それで先ほど菅原議員が言われたことは議会の皆さんや、いろんな方

に言われて、それも加味したほうがいいかなということでそういう構

想ができないかどうか、これからそれらを入れながら作っていくわけ

でありますので。以前にお話しした手法が変わったよとそんなお話を

させていただいたので、それはさせていただきます。それから、病院

については、これから適宜と言ったようにまだ決定しているわけであ

りません。ただ、去年の９月２６日に病院の公的病院の改革というこ

とで５４の道内の病院のうち町立病院が出たわけであります。ですか

ら改革をするにあたって町民の方に利便性を良くするためです。町民

の方が不利益を被るということではないわけであります。そのほうに
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向かっていくからそういう方向で進めさせていただき、先ほどありま

したように訪問診療もでき易くなりますから、そんなことを含めてい

くと今のうちの町立病院を含めて町民の方々の今後のことを考えてい

くと最終的には地域ケア病棟に持っていくためにそこへ行くために今

いろいろとやっている。それは町民の利便性が良くなるわけです。悪

くなるなら当然皆さんに聞かなければなりません。町立病院を止める

とかね、診療所にするとかだったらこれは別の問題ですけども、町民

の皆さんがよくなる方向でありますので。ですからこれからいろいろ

制度やスタッフが整ったらそういう方法に持っていきます。山内先生

もそういうことの思いで描いていただいています。ただ、まだ全部揃

っているわけでありません。これは覚悟を持って始めていくものです

から、病院については、これからいろんな形でまた皆さんが利用しや

すい環境になっていると。議員が御指摘いただいたのはわかりますけ

れども、今の稼働率を見たら当然国から指摘が入っています。それを

踏襲して反旗を翻して、いやこうやってやるとそれだけうちには体力

がないと私は思っています。それより国や北海道の力を借りて、町民

の皆さんが少しでもいい方向に持っていくのが私と議会の皆さんでは

ないかなとそんな思いで私は今やっております。当然、懇談会をやっ

たときにそういうお話はしていただいたと思っています。初めてでは

ないですからね。皆さんにもお話しして、こういう病院に持っていき

ますと。いろんな心配されている町民の方がいた時に、そういうお話

ししていただければ全然心配はしない。僕もいろいろ聞かれましたよ。

そういう方向に行くんですよと言ったら今よりいいでしょうと。そう

いうことをちゃんと答えていただければ、もっといい関係を作れると

思いますので、そんな意味で、これからも広報広聴活動は大事であり

ますし、私もどこか、体が空いていたらどこでも出て行くと言ってい

ますので、老人会の皆さんにもお話ししてこういう話をさせていただ

いております。聞いたらそれでいいという人もいますし、今度機会あ

ったら来てくださいと、それには体が空いている時はいつでも使って

いただきたいと。私がいなければ職員が行きますと。そんなお話もこ

れからもして、身近な会話ができるように、できるだけしていきたい

なとそんなふうに思っています。 

議  長 ８番 菅原 文子議員。 

菅原議員 

(再々質問) 

再々質問をさせていただきます。今、町長に御答弁いただきました

けれども、私は町立病院を６０床にすることの是非を問いているわけ

ではないです。私もそれは賛成した一議員ですので、今、そのことに

ついてお話をしているわけではなく、また誘客施設につきましては、

この後同僚議員が質問しますので、この是非について私はここで質問

する意図は全くございません。ただ、私は広報広聴活動についてのみ

この場で質問をさせていただきたいと思っております。今の町長のお

話の中でも誘客交流施設、もちろん賛成の方もたくさんいらっしゃる

と思います。また反対の方もいらっしゃると思います。しかしながら
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町立病院にしましても良くなる方向であれば尚更知らせるべきではな

いかなと私は思います。皆さん心配それから不安なので、違う方向に

心配したり不安になったりしているのではないかなと私は思います。

お電話やいろんな方とお話しをして、町立病院につきましてはこうい

うことでお話をする場合、例えば３階にいらっしゃる、入院している、

長期に入院している人はどうなるのとか、いろんなことの心配がある

ようです。それについては私は答弁できませんから、それは後ほど持

ち帰らせていただきますということでお答えもさせていただいており

ますけれども、それを払拭するには、やはり町側のほうで率先して広

報広聴活動を行なっていただくほかはないと思います。私たち議会と

しましても全部が全部１００％理解したり、わかっているわけではあ

りませんので、お答えすることも限られてまいります。ですからでき

ればもっと広報広聴活動をしていただきたいというお願いをしている

わけでございますけれども、私以前にも同じような質問を何回か去年、

それから一昨年とさせていただいていますが、やはり、故郷ふれあい

ミーティングであったりホームページというお答えが、それから広報。

この答えしかいただいてないんですが、今の町長のお答えの中で老人

会に出向いたりというお答えをいただきましたので、それを率先して

いただきたいと思います。それで今はコロナウイルスの問題がありま

すので、町長もあちこち動くことができないと私も思います。それで

私は今のところは理解するところでございますけれども、この誘客交

流拠点施設と町立病院につきまして、いつ、どの時点で町民の方々に

町側から広報広聴、特にお知らせをしていただけるのか。今のところ

までコロナウイルスがいつ終焉するかわかりませんので、いつとはは

っきりは言えないかもしれませんけれども、どの時点になったらお知

らせするのか、それをもう一度聞かせいただきたいと思います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再々答弁) 

菅原議員の再々質問にお答えします。６０床に削減する時に、今入

っている療養病床も同じようにやれるんですよと、そうやって伝えて

くれれば全然問題なかったはずなんですよね。それを聞いてなかった

ということですか。聞いていたでしょう。そうしたら、全然問題ない

ので町民にとって不安はなくなるので、そこで答えてもらわないから

結局不安が募るということで、私のほうはこういうことになって町民

の皆さんが心配しない、なおかつ良い体系に持っていきたいというお

話を、誘客はちょっと別として、病院はそういう形をとらせていただ

いたので、そういう入っている方がなくなってどこに行ったらいいの

と言われた時には、同じように今までどおり居られますよと言ってい

ただければ、安心していただいたのではないかなと私はそんなふうに

思っています。それから、誘客施設もある程度先ほど言ったようなこ

とでありますから、形がどういうふうに国のほうがカットされればこ

の話は当然無くなりますし、私としてはカットされないようにこれか

ら要請活動をしながらやっていきたいと思っておりますから、その辺
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のめどが付かないとなかなかうまくいかないだろうと。だから議会の

皆さんにある程度後ろを押してもらう。そんな力添えや応援がなけれ

ば、応援していただいている国へ行って、いや議会はだめでしたから

これを止めますとそんな簡単なものでもないので。ですのでそういう

ことも含めて、この時期を見ながら皆さんにお話をさせていただきた

いなと。まだどっちにも向いているわけでありません。私どもはこう

いう仕組みを作りながらまち・ひと・しごと創生戦略、これも含めて

うちの町の活性化のためにやりたいんだということで今言ってお願い

している最中でありますので、この辺の判断が出てこない限りはなか

なか難しいのかなと。そのために議会の皆さんに御同意をいただいて、

力強い後押しがあるので国のほうにお願いしたいということでありま

すので。病院は体制がそれぞれある程度揃えるようになればやってい

きたいし、私の思いとしては病院の先生もすぐ来るかどうかもまだわ

かりませんので、来たら確保ができると、地域包括ケア病棟に向かっ

ていけると。ですのでその辺が出てくるまでにはなかなか今すぐ、何

月にやりますとかそんなことにはならない。そういう装備も含めて、

できた時点ではまた広報等々を作りながらやっていきたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

議  長 ８番 菅原 文子議員。 

菅原議員 今の町長の御答弁いただきました中で、議会報告懇談会でも６０床

についてお話がありました３階についての部分ですけれども、私たち

議員全員が出ました。議長も当然出ております。その中で私たちは住

民の方、質問していただいた方に不安を煽ったような言い方はしてお

りません。皆さん安心してお待ちくださいということで、内容につき

ましては省略をいたしますけれども、私たち議員全員が皆さんの町民

の方々に不安を煽ったようなことはありませんので、そこのところは

誤解しないようにいただきたいと思います。 

議  長 以上で、菅原 文子議員の一般質問を終わります。 

次に、１番 内田 惠子議員。 

内田議員 私は人材育成、ふるさと教育の観点から子ども議会の開催について

伺います。南幌高校は、令和３年度募集停止が決定し、令和３年４月

から通学区域が、空知南学区に加え石狩学区全域に変更となることか

ら、高等学校の選択肢が広がり、子どもたちの学習の充実につながる

ものと考えます。３年後には今まで当たり前にあった高校生の先輩の

姿が消えると同時に、全員が町外に出るという喜びと不安が入り混じ

っていると考えます。そこで南幌の子でよかったと思ってもらえるよ

うに、更なる人材育成としてふるさと教育の観点からも子ども議会の

開催を提案します。子ども議会は、各自治体の記念行事として多くを

占めていましたが、平成６年に政府が児童の権利に関する条約を批准

し、子どもの権利条約第１２条の意見表明権実現の機会を提供するた

め、全国の地方議会で子ども議会が開催されるようになり、一部の議

会では継続的に実施されています。議会と行政の意義や仕組みを理解
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してもらうことを目的に、まちづくりや教育行政など児童生徒の身近

なテーマについて、小中高の連携や大学生のサポーター等を学び、町

長や教育長に質問や提案をする機会を提供することは人づくりのまち

として検討に値すると思いますが、子ども議会の開催について町長の

考えを伺います。 

議  長 町長。 

町  長 人材育成・ふるさと教育の観点から子ども議会の開催についての御

質問にお答えします。ふるさと教育の観点から子ども議会を開催する

ことは、子どもの権利条約にある「子どもが意見を表明する権利」を

体験する場であるとともに、子どもたちが多様性を受け入れ、個性や

他人との違いを尊重し認め合いながら成長する機会であり、更なる人

材育成の場としてまちづくりにもつながる意義のあることと考えま

す。子ども議会の開催にあたっては、学校における授業時数や学校行

事などの調整と児童生徒の過度な負担とならないよう十分に配慮する

必要があるため、小・中学校、教育委員会と協議してまいります 

議  長 １番 内田 惠子議員。 

内田議員 

(再質問) 

再質問となりますが、まず、今年度も南幌高校を７名の生徒さんが

受験されるようですから、町長も執行方針で述べられておりますが在

校生や新入生に対しての変わらぬ支援をと述べておられますのでよろ

しくお願いいたしたいと思います。ところで子ども議会の開催につい

てなんですけれども、今も先ほども同僚議員が質問しておりました南

幌町の大きな夢事業といいますか、そういうのに対して本当に若者は

どう思っているのかなという点から、私は総合計画をちょっと遡って

みました。そして、第４期総合計画の中に１０名の中学生の作文があ

りました。もう２０年前ですけれども、その作文の中に、やはりごみ

がない南幌町であってほしい、それから緑を残してほしい。あと身体

の不自由な方も住められるような町であってほしいとか、そして観光、

何か観光で有名になってほしい。でも、ちょうど１万人から減り始め

たところなんでしょうか、あまりこう大きな町にならなくてもいい。

ごみごみしたのは嫌だから。将来その何十年後には見てみたいとか、

そういうことを今私たちが取り組もうとしているこのＳＤＧｓなんで

すけれども、そのことが既に話されている。こういうことをやはりも

っと続けるべきかなと思いまして、また調べてみましたら、なかなか

国の動向とか災害とかもあり大変忙しくなってきたんですね。難しく

もなってきたようなんです。だけれどもこの若者を育てることは手を

抜いてはいけないのではないかと思います。人材不足とか言われてお

ります。喫緊の課題でもう今本当に大変なんですけれども、将来にわ

たっての将来を見越して子どもを育てる、人格に刻む、そういったこ

とが今だと思います。やっぱり、議会もなり手不足とか言われて議会

改革とか一生懸命やっておりますけれども、議会としては開かれた議

会を目指し議会改革の一環として、町は人材育成ふるさと教育の観点

から行政と議会が一体となり、児童生徒に子ども議会を経験していた
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だき、その質問やアイデアを今後の南幌町をつくるために生かしてい

きたいと思います。なるべく早い時期にできれば、高校生がいる間に

この一体となってやったという思いができればいいなと思うのですけ

れども、できないようであればこういう子どもたちの考えというもの

をどういう形か、教育委員会との連携となろうかと思うんですけれど

もぜひ、また先ほども町民の皆さんに広聴をと同僚議員が訴えており

ましたけれども、若者は若者の観点から何か伺う機会でもあれば、ぜ

ひそういう機会をつくっていただければと思います。町長の考えを伺

います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再答弁) 

内田議員の再質問にお答えをいたします。人材育成というのは大事

なことで、将来につながるものと考えております。うちの町もかなり

前に、以前やって私が許可した記憶があるんですが、ここを使ってい

ただいた子ども議会をやった記憶がございます。それは何だったか、

ちょっとまだ一般質問が出てからずっと考えていたんだけど、資料も

ないし、何で許可したのかなと思いながらいたんですが、どちらにし

ても、そういうことが子どもの時に経験できるようにしていきたいな

というふうに思っていますし、子どもの意見を聞くのは、昨年高校生

からも御意見をいただく機会がありまして、私も参加してお話をして

おります。また、中学生あるいは小学生、いろんなところで声をかけ

ていただいて、子どもたちの元気な姿を見るたびにほっとしているん

ですが、できるだけ顔の出せるところにあるいは普段道路で出会って

聞かれてもいいように、顔を出さないと覚えていただけませんので、

できるだけそういうふうにしようと思って、ふらっと小学校に行った

り中学校に行ったりしていて、先生がわからなくて子どもさんたちが

わかっていただいたという、それだけ触れる機会を多くしてあげたい

なというふうに、それはそういう意見がちゃんと出てくるようにとそ

んな思いもあって、今行っているところであります。そこで、できる

だけ早い機会に教育委員会とお話をさせていただきたいなと思ってお

りますが、ちょっとわからないのが、今のコロナの関係で春休みまで

学校が休みになります。その授業の遅れを次年度でどういうふうに入

っていくのかどうか、やはり子どもたちに過度な負担をかけないで、

そして余裕が出てきた時にこういう形を取っていくのがいいのかな

と。ちょっと今はまだ、いつやるとか何をやるかというのが見えない。

教育委員会でも今子どもたちの時数が非常に今年度は少なくなります

から、その対応はこれから多分道教委のほうから出てくるだろうと思

いますので、それらを見極めて、どういう形ができるのが一番いいの

かまた検討してまいりたいなと思っております。やはり当時ここへ来

ていろんな発言をした子どもたちが帰って行く時に聞いた言葉がまだ

ちょっと残っているんです。やっぱりこの議場でいろいろ声を出すと

いうことは、非常に子どもたちのすばらしい経験になるということの

ようでありましたから、そういう経験もさせてあげたいなと、そんな
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ことを思いながら教育委員会と十分検討して子どもたちに負担になら

ない程度で進められればとそんな感じをしています。 

議  長 １番 内田 惠子議員。 

内田議員  私も視察で東京に行って国会を視察した時に、本当に一瞬のうちに

自分に組み込まれる思いを感じました。ですから子どもたちにもそう

いう思いをと思っております。よろしくお願いします。 

議  長 内田議員。２問目に入る前に休憩をしたいと思います。よろしくお

願いします。 

場内時計で、１０時５５分まで休憩をしたいと思います。 

 （午前１０時４３分） 

（午前１０時５５分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

内田議員の２問目の質問に移って下さい。 

内田議員 ２問目の質問をさせていただきます。 

コミュニティ・スクールの推進について。学校運営に地域が参加す

るコミュニティ・スクールは、地方教育法が改正されＣＳ、コミュニ

ティスクール設置が教育委員会の努力義務となってから導入校は急増

しているようです。本町でも平成３０年５月号の広報誌で、南幌町コ

ミュニティスクールスローガンとともに、ＣＳのスタートについて掲

載され、令和元年１１月号に地域とともにある学校づくりを目指して

南幌町学校運営協議会としての活動が紹介されていました。政府の方

針では令和４年度までに全公立学校にＣＳを導入し、全小中学校に地

域学校協働本部を設置することを目指しています。そこで、学校運営

協議会として、支援から連携、協働より多くの住民の参画による多様

な活動の実施が必要と思いますが、地域学校協働本部設置の考えを伺

います。 

議  長 教育長。 

教 育 長 コミュニティ・スクールの推進についての御質問にお答えします。

本町では、平成３０年４月から小中学校共通の学校運営協議会を設置

し、「みんなで育てよう南幌の子どもたち」をスローガンにコミュニテ

ィ・スクールを導入し、基本方針の承認や教育活動の評価を行うとと

もに、学校支援の取り組みについて議論を行ってきました。学校支援

については、これまで社会教育において人材登録制度による生涯学習

サポーターや関係団体の協力のもと、学校支援地域本部を設置し取り

組んできました。しかし、国より地域による学校の支援から、地域と

学校の双方向の連携・協働を目指し幅広い地域住民の参画による多様

な活動を推進する新たな体制を構築することが示されたため、学校運

営協議会での議論を踏まえ、地域学校協働本部の令和４年度設置に向

けて検討してまいります。 

議  長 １番 内田 惠子議員。 

内田議員 

(再質問) 

それでは再質問させていただきます。私は、平成３０年第１回定例

会において、コミュニティ・スクールについて３点質問いたしました。
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南幌町は、社会教育など先進的な活動をされております。とても大き

な役割を果たしていただいておりますが、これからはまずます期待さ

れる役割が大きいと思います。育てる、つなぐ。そしてこの団体全員

が参加して地域学校協働本部の組織の母体となるように私は願ってい

るところです。今までは組織というと各団体の長といいますか充て職

が多かったのですけれども、今はもうつなぐ、連携、大きな、一人で

も入って一緒にこうやっていきたいと、やっていける、そういう環境

づくりが必要であろうと思います。先ほども言いましたけど、平成３

０年に質問して、その後ずっとこう追ってきたんですけれども、コミ

ュニティ・スクールを。本当に難しくなっていると思います。他の団

体、栗山町や厚真町でも必要なんだけどどうしようかという、でもそ

の方向を目指すということをはっきりと明言されております。それに

はやっぱりいろんな方を探り寄せて大きな組織で、私個人ではとても

夢のあることだなと思うんです。学校行事に一人でも参加してみるこ

とができる。一番思ったことは多良木町との児童交流なんですけれど、

これがもっと多くの方に子どもたちのこの文化の違い、それぞれの思

いと言いますかそういうものを見ていただきたいなといつも思いま

す。私たちばかりじゃなくて。そのことがこのこういったコミュニテ

ィ・スクール、そして協働本部ではなかろうかと思います。ですから

今回の御答弁の中に令和４年度設置に向けて検討するというお答えを

いただきました。ぜひいろんな団体を組み込んでいただいて、そして、

そこで例えばこういう施設ができるよとなったら全部が広がるよう

な。前に蔵先生がおっしゃっておりましたよね。子どもたちにおしゃ

べりになってくださいねと、うち帰って伝えてくださいねと。私はほ

とんど耳学問なものですから、聞いたことをそうかなと心に留めてい

るんですけれども、本当に皆さんそういう組織が必要で皆が集まって、

その上に学校運営協議会、たくさんいれば先生方も心配されるかもし

れませんけれども、学校運営協議会と学校側と。そしてまた教育委員

会はコーディネーターの務めもするのでしょうかまだこうはっきりと

定かではないでしょうけどこれから決めていただけるものと思ってお

ります。そして、何よりもやっぱり南幌小学校が統合された時に、前々

教育長がおっしゃいました。魂を入れると、やっぱり教育は人を学び、

自分を引き出していくものだと私は常々思っております。ですから、

小笠原教育長にもその言葉を聞いていただいておりますから、このコ

ミュニティ・スクール、今ご自分が関わったことをしっかりと目指し

ていただきたいと思うんですけれども、令和４年度までに準備すると

いうような思いがあればお聞きしたいと思います。 

議  長 教育長。 

教 育 長 

(再答弁) 

内田議員の再質問にお答えいたします。文部科学省のほうで、この

地域学校協働本部のあり方についていろいろと述べられているわけで

すけど、その中には地域学校協働本部の構築に向けてはいろんな活動

全てを最初から求めるのではなくて、その地域における協働活動の進
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捗状況に応じて、まずは子どもたちの成長にとって何が重要であるか

を地域の皆さんで共有して、ビジョンを持つことが重要だというふう

に言われております。先ほど答弁したとおり、学校運営協議会につき

ましては平成３０年に立ち上げたばかりでございまして、学校運営並

びに学校運営に必要な支援について協議を進めてまだ間もないことで

すから、今後の協議会で熟議の進展によりまして、既に事業展開して

いる学校支援地域本部事業を発展させた形の中で、地域学校協働本部

の設置を進めてまいりたいというふうに思っております。 

議  長 １番 内田 恵子 議員。 

内田議員 質問ではないんですけど、ぜひ行政と一緒になって。人口が明治の

初期に戻ると言われて、子どもたちも今の数よりふえていただきたい

けれども、大切にして育てていただきたいと思います。私たち民間は

すぐ変化できるんですね。例えば何か起きたと、じゃあ今これちょっ

と休もうとか。だけれども行政というのは見ていたらこういうゆった

りとした時間の中で一生をかけた時間の中でそれぞれの職務、また教

育委員会は特に教育に係ることですから、左右されない中に力強く子

どもを見守っていただきたいと思います。お願いですけれども、これ

で終わります。ありがとうございました。 

議  長 以上で、内田 惠子議員の一般質問を終わります。 

次に、３番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 今回の定例会で２問、町長と教育長に質問いたします。よろしくお

願いいたします。まず１番目。執行方針分です。子どもの遊戯施設の

整備について。町政執行方針では４つの目標が掲げられ、主要施策の

概要が示されています。その中の「人口減少の抑制と知名度アップの

取り組みについて」質問いたします。 

本町においても人口減少と急激な高齢化を迎えていることから、人

口構造の変化を緩やかなものにしなければなりません。そのため、子

育て世代を中心とした交流人口を呼び込むため、町内外の多くの方が

交流できる子ども遊戯施設を核とした施設の整備を行い、将来的な移

住人口の増加につながる施策として推進してまいりますと述べていま

す。これまで誘客交流拠点施設整備構想として全員協議会での説明や、

５月、１２月の町広報に掲載され、議会でも議論をしてまいりました。

私は昨年、第２回、第３回定例会で質問を行い、事業の概要や町民へ

の説明会の開催、施設の維持管理費、総体での予算概要等を質問して

きました。昨年の町政執行方針には掲載されていなかった誘客交流拠

点施設整備構想は、基本設計が出ていないものを町民には説明はでき

ないと町長は答弁し、まだ何も決めていないと繰り返し答弁されてき

ました。 

しかし、本年１月の全員協議会では内閣府の地方創生交付金の申請

を行いたいとの理由で議会への同意が求められました。人口減少に歯

止めをかけたい、移住定住で子育て世代が住みやすい環境をつくりた

い、知名度をアップさせたいとの思いは私も共有するものですが、子
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どもが遊べる遊戯施設の建設だけが解決策とは到底思えません。子育

て世代へのヒアリングや若手職員、関係団体等の聞き取りをされたこ

とは一部広報にも掲載されましたが多くの町民には情報が行き届いて

いないのが現実です。多額の費用がかかること、将来的なコストの試

算もできておらず町民不在の建設になりかねません。町長は全員協議

会の中で、補助金の確定が５０％以下なら止めると明言しました。が、

その決意に変わりはありませんか。補助金を申請して最終的に１年か

かると説明していましたが、結論の出る時期を伺います。 

私は将来の高齢化率を考えた時、交通や道路の整備、福祉、教育に

係る経費を考えると、将来に大きな負担を課すこの事業は進めるべき

ではないと考えます。みどり野きた住まいるヴィレッジや子育て世代

住宅建設費助成事業も大きく効果を上げ、移住人口が増加しています

が、昨今の経済状態を鑑みるとこのまま伸びていく予想は立てられな

いのではないでしょうか。南幌町を選んで移住された方が全て遊戯施

設の建設を望んでいるとは思えません。移住してきた町民も、古くか

ら定住されている町民にとっても将来の町の姿について町長が懇談会

を開催し、広く公平に意見を聞き取ることこそ、今、町民が今一番求

めているということではないでしょうか。町長の考えを伺います。 

議  長 町長。 

町  長 子どもの遊戯施設の整備についての御質問にお答えします。子ども

の施設を核とした誘客交流拠点施設整備事業につきましては、道央圏

連絡道路の開通、日本ハムファイターズ新球場ボールパーク建設によ

る本町を往来する人の流れを取り組むことで、多くの子育て世代に足

を運んでもらい、将来的な移住定住につなげる取り組みとして、議会

との協議も行い、先般、同意をいただいたことから進めるものであり

ます。施設建設にあたり、町の将来的負担を最小限にするため、以前

から申し上げているとおり、補助金などによる町負担が５０％以下に

なることが要件と考え、有利な補助金の確保に向けて進めており、現

時点において事業内示は令和２年度末に予定されています。また、町

民からの意見聞き取りについては、これまで子育て世代へのヒアリン

グやアンケート、関係団体との意見交換などを行ってきました。今後

は施設整備の運営概要がお示しできる段階で、町民の意見を聞く機会

を設けてまいります。 

議  長 ３番 熊木 恵子議員。 

熊木議員 

(再質問) 

ただいま御答弁いただきまして、私、昨年の６月、９月の議会でも

一般質問を行いましたし、このことについては同僚議員が１２月にも

一般質問を行っています。そこの中で私が一貫して求めているのは、

やはり町民に公平に意見というか説明をして、たくさんの意見をもら

う。それからのことではないかということを申し上げてきました。し

かし、町長は２回目の質問の時には、その時期が来たら開催するとい

うことは申しました。先ほどの同僚議員の質問と被るのでちょっと省

くところは省きながら質問していきたいんですけれども、１２月の議
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会開催の時点では、何も決まっていないということを答弁されてきま

した。それから私は欠席だったんですけれども１２月１９日に行われ

た全員協議会の説明の中でもまだ決まってないということでした。そ

れから、１月に入って全員協議会の後の説明なり、特別委員会なり、

あと議長主催の自由討議なりで何度も何度もこの１月、２月について

は議論してまいりました。その中でやはり、先ほど町長は議会の力強

いお墨つきというかそういうことで同意をいただいたということを先

ほど申しましたけれども、議会はこの間いろいろ意見を出しながら、

各議員本当に真剣に考えてきたと思います。その中で確かに先日の会

議の中では賛成、反対の決を取りました。そういう中では賛成が多か

ったんですけれども、じゃあ、全ての議員が本当にその事業に対して

１００％大丈夫だというふうに賛成したかというと、なかなかそうで

はないと思います。賛成理由がはっきりしない議員もいたと思います。

私は、やはり何度も今までも言ってきていることと繰り返しになりま

すけれども、こんな大事な問題だからこそ、町民との懇談を進めると

いうことがもう一番大事だと思います。そういう中で先ほど町長は、

先日の議会懇談会の中で議会が説明するということについても触れま

したけれども、私たちは議会議員として懇談会とかそういう中ではい

ろいろ議会が今取り組んでいること、そのようなことについて直接町

民の方にお話をして意見をもらって、それをまた持ち帰って、まとめ

て担当課のほうに行くものはそこに行く。それから議会がもっと議論

するものはといった形で進めています。そういう意味でいうとやはり

この大きな問題だからこそ、決定してから町民に説明するということ

は全く逆だと思います。先ほど町長がいろいろこう懇談をした中では、

今まで何もやらないというか大きな事業が無かったからぜひ進めてほ

しいとか賛成の意見がほとんどだったとおっしゃいました。それなら

自信をもって町民に懇談会をたくさん開いて公平に意見を聞き取るこ

そ、本当に何度も繰り返しますけども必要だと思います。そこで伺い

ます。私、昨年の第１回定例会で町長の執行方針に対して、先ほどの

議員は広報広聴ということでしたけれども、私は今町長が懇談会を開

くべきだということを申し上げました。そういう中で町長は故郷ふれ

あいミーティングを開いているとか、先ほどもどこでも声かけて体が

空いていればどこでも駆けつけますとおっしゃいました。昨年の質問

の中で、結局は再々質問の中で故郷ふれあいミーティングは、諸般の

事情があったのかもしれませんけれども一度も開かれていないという

ことがそういう事実がありましたよね。それでは令和元年度は今まで

に故郷ふれあいミーティングは何回開かれているのでしょうか。それ

からいつの時期になったらということでは、先ほどの答弁の中でも施

設の整備とか運営など概要がまだ今お示しできないということで、そ

れがわかった段階で町民の意見を聞く機会を設けるとことなんですけ

ども、その時期をやっぱり明確にすべきだと私は思います。また、今

回執行方針には子どもの遊戯施設の整備というふうになっています。
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今までは、誘客交流拠点施設ということでずっと討議してきました。

なぜこの名称が変わったのか、それについて伺います。また内閣府の

補助金を申請するということで、この１月になってからすごく急いで

結論を出すようにということが議会に求められてきました。内閣府の

補助金を申請するということは、いつの時点でこの申請をするという

ふうになったのか、その辺もお答え願いたいと思います。それから、

今までも話していますけれども、町民からの意見をということで、先

ほどちょっと戻りますけれども町長のところには賛成ということが多

いということなんですけれども、先日も私全員協議会や特別委員会の

中でもずっと意見を出しているんですけれども、依然としてやっぱり

町民の方からは全く何のことがわからないという声が本当に多いで

す。広報５月号と１２月号を見てそれだけで理解しろという方が私は

すごく無責任ではないかと思うんです。お金、費用がたくさんかかる

ということと、建ててしまってその後の維持管理費がかからないとい

うのであればそれを良しとしたとしても、やはり多額の金額が掛かっ

ていくのと、また整備段階でその後も修理とかいろんなことに掛かっ

ていくと予想されます。そういうことを考えた時に今の町の状況、先

ほどの同僚議員の質問の中にもありましたけれども、介護とか高齢化

率とか考えていった時に、まだまだ考えるべき問題がたくさん残って

いると思います。そういう意味では、的確に答弁をお願いしたいのと、

５０％なら止めるというふうに１月の全員協議会の中で町長は明言し

たけれども、それに対しては本当にその決意は変わらないのか、そこ

も伺いたいと思います。以上、再質問でお願いいたします。 

議  長 町長。 

町  長 

(再質問) 

熊木議員の再質問にお答えをいたします。できるだけいろんな会合

に出ながらいろんな話、町政のお話をさせていただいているのも事実

であります。そんな中で、いろんな話が出た時に、私はお答えをさせ

ていただいています。故郷ふれあいミーティングを何回やったのかと

言われると今回も計画があったのですが諸般の事情で延期になってお

ります。そんなこともあっていろんな団体の方々ともお話をさせてい

ただいてやっていくということでありますので。議会の皆さんには一

番最初にこういう誘客交流施設をつくりたいというお話をさせていた

だいたと思います。もう２年以上前になるかと思いますが、熊木さん

もその時に大変賛成していただいたんですよね。こういう施設を考え

られるなら考えなさいと。そんなお話もいただいた。ただ中身に入っ

てくると今度は違ったんですが、何か町もやったほうがいいとそうい

う声もいただいて、議員の皆さんからもいろいろやっていただいたと

ころであります。ただ、私としてはできるだけ町の負担をやっぱり軽

くしたい。将来に渡ってこの施設が重荷になったら大変だなというの

が一つであります。そして、せっかく先ほど答弁させていただきまし

たけども、うちの町の流れ、様子がすごい変化が来ております。これ

をやはり、的確にとらえていくべきではないかなと。私は、うちの町
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はまだまだ発展していくと思っております。そのための一つの施設と

して、中身をどうするかはこれからの問題です。こういう施設をまち・

ひと・しごと総合戦略の中で、私は挙げていきながら町の発展に寄与

していくべきではないかなということで、それは議会の皆さんには大

変厳しいお願いをして申し訳ないなと思っておりますが、この事業を

やることによって、やはりうちの町が発展していく。また、せっかく

国のお金等々を使う時に一番有利なものを使いたいと、その時期を逸

したら、結局５割そこそこの持ち出し前後になるかと思います。それ

で、皆さんにまたそこで判断を求めるのは、これは議会に申し訳ない

なと。ですからそれ以上の方向がありましたから、たぶん昨年の１２

月だったと思いますがこういう手法をとっていくと。町の負担が減っ

ていくから皆さんどうでしょうか検討してくださいと、そんな民間企

業も入れながらやる手法が取れるようになります。それでうちにとっ

ては一番良かったのかなと。そんな思いでやっているところでありま

す。大きな枠はやはり私は議会と町で決めていくと、中身については

町民の意見を取り入れながら、いろんな施設に充実を図っていけばい

いと思っています。どんなのがいいのか。皆さんから要望があって子

どもさんだけでなく大人も使える施設にしてくださいと早くからその

要望がございました。それらも入れながら今検討しているところであ

ります。だから、最初の話と違うんじゃないかとそんなご意見もいた

だきましたけども、それは皆さんの方の意見を聞いて取り入れられる

ものだったら取り入れた総合施設にしたほうがいいわけであります。

交流スペースを、ちょっと多めに取ればできるのではないかなと。だ

からこの手法をとって国のほうで認めていただければ、当然町として

進んでいくべきだと私は思っています。ですので、時間が短くて大変

申し訳なかった。それはもう本当に謝りますけれどもそこだけ言われ

るのでなくて、町の将来を考えて今これを手を挙げていくのが私はい

いのではないかということで、今議会の皆さんにお話しして、先般議

長のほうから進めていいよと議会の総意、反対や賛成たくさんあった

と思います。それ当然大きな施設ですからあると当然私は認識してい

ます。でも議会の、南幌町議会の総意として進めていいといただいた

から執行方針にも述べさせていただいて、そして今国のほうに議会の

同意をいただいたのでこれを進めていくんだと強力にお願いをしたい

というお話をさせていただいているところでありました。今後もこの

事業に乗れるようにあらゆる手段を使いながら、町にとっていい施設

になると私は思っていますからそれを進めていく。そして作るものの

中身については、これから町民が何がいいのか。それは声を聞いてい

こうと思っています。いろんな形の中で声は聞ける、そんなスペース

は取っていますから、そういう判断をさせていただいたということで

ありますので、御理解いただければありがたいなと思います。物を一

つつくるというのは賛成、反対は当然あるので、それがある中ですば

らしい決断をいただいた議会でありますから、それを持って私は今強
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く国のほうへ、あるいは北海道のほうへお願いに行っているところで

あります。 

議  長 ３番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 

(再々質問) 

再質問を行います。再々からですね失礼しました。今、町長の今の

御答弁だと、まるで議会がそれを本当にこう決断してすばらしい議会

だっていうふうに言われたように思うんですけれども、先ほど町長が

熊木さんも確か賛成だったというような言い方をされましたよね。こ

れは２年も３年もかけたものではなくて、昨年の１月です。１月に昨

年、その前ですね、失礼しました。その前の１月に初めて構想が出さ

れました。その時には。私も否定しないというのは頭から箱物が何が

何でもだめということを申し上げたつもりはないです。ただその１回

目、１月に出された時は私もボールパーク構想に絡んで、やっぱりそ

の町が環境の良さとか交通便の良さを生かして何かをやったらどうか

という質問を３年ほど前にしたことがあります。そういう意味からも

自分も発言したこともあって、そうかこういうことを若い職員が考え

たのかということでは思いました。ただやっぱりそれ１月にそういう

ものが出されて、町長の中にそういう思いがあるのであれば、当然３

月の執行方針の中には何らかの形で盛り込まれるべきだったと思うん

ですよね。ところが盛り込まれないまま十分なその後の説明もないま

ま、５月に全員協議会の中で説明してきました。そして同時に５月に

はすぐ広報にも掲載されました。そういういろんなことを見ていくと、

やっぱり何が一番大事か。何を一番にやらなければならないのかとい

うあたりが、その議会と町側で議決すればそれで済むということでは

なくて、あくまでもやっぱりこの大きな施設でありますし町民にとっ

てもその税金が大きく使われるということを考えると全町民にやっぱ

りきちっとわかるように知らしめてその中でしっかりと意見を聞くと

いうことが大事で、そのワンステップ、それを先にやらなければやっ

ぱり次にはどんどん進んでいけないものだと思うんですよね。それか

ら今町長の答弁の中で、町民の皆さんの要望とかいろんなものが反映

される場があるということで、これから決まってやっていく中でそう

いう意見を出してもらって使い勝手の良いものにということなんです

けれども、それだっていろいろ今申請した補助金の中で使えるものと

全くそれには該当しないものとかがあるということを考えると、その

総体的にその金額がどのようになってくるのかということでは、私た

ち何度も説明受けている私議員の１人としてはやっぱりすごく不安に

感じますので、町の町財政が今年の予算の概要をみてもやっぱり町債

がたくさん使われたりという形で、本当に近隣に比べてもやっぱりす

ごい大幅に大きくなった予算を計上してやっていくとことで、これか

ら大丈夫なのかということは私もそう思いますし、町民の方もやっぱ

り町のことに関心を持っている方が特に不安とか危惧を感じているの

ではないかと思うんです。ですから繰り返しますが、やっぱり丁寧に

意見を聞くとことがやっぱり大事で、確かに子育て世代とか若手の職
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員だとか、農業者とかいろんな方に意見を聞いたということだったん

だけれども、やっぱり視点を変えて、もっといろんな形で意見を聞い

ていかないとやはりだめだと思います。そこのところ何はさておいて

もやっぱりやるべきだと私は思うんですけども、そこをもう一度伺い

ます。そして、町長はやっぱり町の未来についていろいろこう考えて

自分はそういう決断したということをおっしゃいました。それであれ

ば、私は今回のコンセプトの中に３０年後も子どもと一緒にいられる

ということでそのことは何か素敵だなと思いました。だけれどもその

３０年後の将来という時に３０年後までに持って行くのにどれだけの

人口があって、若い人方がどれぐらい居て高齢化の中でいろいろ交通

便とかいろんなことを整備するということを考えた時に、やはりお金

を使い果たすのではなくてやっぱりこうストックしておくそういうこ

とが必要だと思います。ですから町民といろんな懇談会の中で自分た

ちの将来だけでなくてその町の将来という時に、何よりもやっぱり子

どもたちが健全に育って若い世代がどんな未来を描いているか。そし

てその町の土台を築いてきた中高年の方々が安心してこの町で老後を

送れるようにというようなことを含めて、いろんな意見を出してもら

ってそれを集約するとはすごく難しいと思うんですけども、先ほどの

同僚議員の一般質問の中にもあったように若者、例えば子ども議会の

ことでお話があって、その時にいた１０代とかその子どもたちがその

時に何を考えて町の未来をどういうふうに思っているのかというこ

と、そういうことを考えた時にもやはり今本当に必要なのはいろんな

各層の町民から、そしていろいろ懇談会開いてもなかなか出てこられ

ないというのが現実で、昨年の質問の中でもやはり今までは１９とか

かつては開いていたけれども、１９というのは町内会や自治会ですね。

だけども今は来られない人が多いんだということでなかなか開催でき

ないということでした。そしたらどういうふうに意見を聴き取ってい

くのかということをやっぱりもっともっと工夫する必要があると思い

ます。ですからそういう意味で、繰り返しですけどもぜひその町長の

考えを伺いたいと思いますし、それから先ほどの５０％以下なら止め

るというのではその補助金の該当、その辺のところは重ねて、ちょっ

と答弁なかったので伺います。 

議  長 町長。 

町  長 

(再々答弁) 

熊木議員の再々質問にお答えをいたします。今いろいろ議論いただ

いた、これはもう大事な財産として私は受けとめたいと思っておりま

す。なぜ去年は出さないで進めてきたのかと、その時には財政負担の

問題がありまして、やりたいけれどもあの時点では、国のどの事業を

使っても、町の負担がかなり高い金額を出さなければできない状況で

ありました。それから国の方針、法律が変わってきて特に去年の夏ご

ろになりまして、いろんなものが使えるようになってきました。です

ので、これならうちの町にも取り入れても将来の財政負担率がそんな

に高くないなと。やはり私も受けたとき１２０億を超える債権があっ
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たわけであります。皆さんに努力をいただいて、税金も上げたり給料

も下げたり、その思いは忘れておりません。その中でやはり次代を担

う人達が交流できるスペースをつくっていくべきではないかなと。今

まで交流施設でよそから来ていただくというのもありますけれども、

基本は町民の子どもたちが多く使っていただきたいというのがありま

す。というのは熊木議員ご承知のとおり、うちの子どもたちも含めて

北海道の子どもたちの体力が非常に落ちています。そのことも十分私

には入っています。だから両方使えるような施設にしたいなと。これ

は見解でいろいろあるのかもしれませんが、そして町の負担が私が当

初考えていたより負担が少なくなりそうだと、この事業に乗っかれば。

だから乗っかれなかったら５０％どうのこうの、また皆さんの重たい

判断をいただくことになると思いますが、できるだけそんなことはし

たくない。だから今、手を挙げていけば可能性としてかなり高くなり

ます。だから申し訳ないけど、議会の皆さんにも急いでもらったとい

うのが実情です。来年この事業取れるのかと言ったらそれは全然未定

です。ですからこういうものというのはやっぱり機が熟した時に早目

に手を挙げるのが私はいいのではないかなというふうに思っておりま

す。ですので、これがある程度ゴーサインが出るようになれば、当然

多くの皆さん方の声も聞いて中身はどういうふうにしていくのかって

いうのが一番いいわけでありますのでそれを取り入れながら、そして

町の財政負担将来的にも大きな負担にならないそんな施設にしていき

たい。これからもいろんな団体や個人を含めて要望があった所には、

私は出向いていろんな話をさせていただきます。ですので、それはも

う変わっていません。止めたというわけでないです。ただ相手があり

ますから、私は行きたいといっても来るなと言われたら行けないです。

だから来なくていいよと言われたらそれ以上何も言えなかったんで

す。だからそういうこともありますので、いろんな団体の所にはまた

足を運んでご意見をいただきたい。これはこれだけでなくて町政全般

にいろんなご意見をいただければ将来のまちづくりにつながる、私が

言っている協働のまちづくりにつながると思っていますから、体のあ

る限り出て行きますのでぜひお仲間がいたら呼んでいただければと思

います。 

議  長 よろしいですか。 

熊木議員 それでは、２問目に移ります。 

教育長に、地場産野菜の活用で安全安心な学校給食ということで質

問いたします。南幌町食育推進計画が平成２８年度に策定され「農業

が持つ食のすばらしさを伝える」を基本理念に、農業体験の普及や地

産地消の促進、食生活による健康づくりを目標に様々な事業を展開し

ていくと、推進に向けた町の取り組み内容が掲げられています。学校

給食における南幌産食材の使用割合は平成２７年は２１％、平成３３

年、令和３年ですけどもその目標値は２５％となっています。この中

で米、小麦を使った麺類などは南幌産が使用されており、学校給食に
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占める割合も大きくなっています。町内で生産される根菜、葉物野菜

は近年の農家のたゆまぬ努力で品目もふえていると聞いています。昨

年の予算特別委員会の中でも、主要品目は６から７種類と報告されま

したが思い切った活用を考えるべきではないかと思います。生産者が

入札する制度が妨げになり、地場産の野菜が学校給食に取り入れられ

ない現状を改善することが必要です。道内外でも数多く地場産の野菜

を活用する取り組みがされており、１年間の野菜流通の品目を提示し

必要量の確保に向けて、ＪＡや生産者と協定などが取り交わされてい

ます。また地産地消の推進として学校給食野菜などを納入してくださ

る生産者を募集しますといった取り組みが行われ、学校給食食材納入

農家の登録によって具体的にどの時期に何を供給できるか調査してい

るという事例があります。 

食育推進計画の中で「食べることを通じて生きる力を育む」と策定

し、目的も明確に示しています。子育て支援施策により移住定住者が

ふえていますが、南幌町の基幹産業である農業の強みを生かした施策

として、学校給食は安心安全な地場産野菜の活用で、元気に育つ南幌

の子どもたちを広くアピールすることが、子育て世代にとっては大き

な魅力につながると考えます。また、近年Ｉターン、Ｕターンなどで

魅力ある農業経営に関わる若者もふえています。希望の持てる農業を

支えるためにも地産地消に特化した豊かな学校給食を構築すべきと思

いますが、教育長の考えを伺います。 

議  長 教育長。 

教 育 長 地場産野菜の活用で安全安心な学校給食をの御質問にお答えしま

す。南幌産の食材を学校給食に取り入れることは、南幌町食育推進計

画の目標の一つである、「食育を通じたまちづくり」の事業として位置

付けており、地域の食文化や主要農作物に対する理解を深めるなどの

食育の推進や地産地消を促進する上で大変重要であると考えます。南

幌産の野菜の使用につきましては、令和元年度からＪＡなんぽろと購

入契約を締結し、出荷状況を把握できる環境を整え新たな南幌産の野

菜を学校給食に取り入れられるよう拡充を図ったところです。これに

より生産者がＪＡなんぽろを通じて農作物を給食に提供することがで

きるため、今後も、ＪＡなんぽろと出荷状況や献立の情報、を相互に

交換できる環境を整え、より多くの南幌産の旬の野菜を取り入れるこ

とで安全安心な学校給食の推進に努めてまいります。 

議  長 ３番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 

(再質問) 

再質問を行います。ただいま答弁いただいて、生産者がＪＡなんぽ

ろを通じて、農産物を給食に提供することができるようになったとい

うことで今お話がありました。それでは、出荷状況や献立の情報など

を相互に交換できる環境を整えているということで、どのような頻度

で会議体というか開かれているのかその辺もちょっと教えていただき

たいと思います。またいろいろ調べてみますと、道内でも例えばその

どうしても農閑期というか冬の間とかはもちろん生鮮の野菜とかは出
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てこないんですけれども、大豆とかいろいろこうそういう豆類とかは

１月、２月でも提供できることもあって、１年間を通して例えば４月

は何と何と何、５月は何と何と何、というふうに表にして書き出して、

それで例えば５月のにんじんは何キロ必要だとかというところまで細

かく出しているような自治体があります。そうなっていくとすごくわ

かりやすく、この時期にはどうしても葉物は無理だとかいろいろ出て

くると思うんですよね。そうなった時に、以前も給食の関係で質問し

た時に、地場産町内のものがだめな時はその次は道内のもの、それで

もだめな時は道外というふうになっているとお聞きしたんですけれど

も、なるべく地場産を多く活用するというところではそういう計画づ

くりということがすごく必要だと思います。私も改めてこの南幌町で

出している食育推進計画を読みますと、本当に南幌の基幹産業、農業

を生かした町というところで、それを町民全体の食育の増進につなげ

るというところの推進計画にいろんなことが盛り込まれています。以

前南幌の学校給食がすごくおいしいというふうに話題になって、ちょ

うど南幌町にたくさん引っ越してこられて、そういうお母さん方もそ

ういう声をすごく出していただいて、すごく評判になったことがあり

ます。以前に聞いた時に、いろんな場面でちょうどその頃は南幌が少

しずつ人数がふえていった時に、江別とかでも大きなスーパーとかが

二つとかあって、その中で会った人たちがそういう話をしながら南幌

ってそうなんだということで話題になったということをその頃は聞い

たことがあるんですよね。やっぱり、南幌の魅力を発信するという意

味では今これだけ食に対しての関心が高まっている時に、学校給食が

すごく充実しているということが一つの大きな売りというかその魅力

になると思うんですよね。だからそのまちづくり、何でまちづくりに

するかというと、やっぱり地場産業を生かしてそして農業経営者のこ

とも支援するというのではすごくいい施策だと思います。農業者との

交流というところでは、さっきここ何年か農猿をやっている若い世代

と議会も懇談とかをした時に、やっぱり学校給食のことをお話しされ

ている農家の方がいました。それから自分たちが作る作物にすごい自

信を持っているというところで、すごく心強いなと思ったんですよね。

それを一人でも多くの町民に理解してもらうということが大事かな

と、関心を持ってもらうということも大事だと思います。それから新

鮮でおいしい、そして作り手の顔が見えて安心だというところで地元

の野菜を食べるということが環境も優しいということがいろいろこう

報告されています。今環境問題では、地球の温暖化に向かっていてい

ろんなことが危惧されています。そういう意味では野菜とかそういう

ものを遠くから運んでくるというところでフード・マイレージという

言葉があるように、輸送距離が短ければ短いほど資源の無駄遣いもな

く、ＣＯ２の削減にもつながることもいろいろ場面で明記されていま

す。ですから、そういうことも考えてぜひ取り組んでいただきたいん

ですけれども、先ほどご答弁にあったように、今までのＪＡなんぽろ
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と購入の契約を締結し、というところで、なかなか今までは個人農家

さんがなかなか参入できなかったというところがあるんですけども、

そこがもっともっとやりやすくなったのかその辺を具体的なところを

伺いたいと思います。それから私も調べたところでは、質問の通告の

中にも書きましたけれども、本当にいろんな取り組みの中でやられて

います。個人の農家が簡単に申請とかできるように、何種類かこうパ

ターンを用意してそれでまず申請する、その時にいろいろこう農薬を

使っていないとかいろいろこう安全だというところで、いろんなこう

いうのがあるんですけれども、それを守っていただきながらやってい

るところでそういうのも示しながらすることで、今南幌町は生産法人

の中でもたくさんあって、いろんな野菜を作っていることと、それか

ら個人農家さんでも野菜作りにすごく力を入れていると思うんですよ

ね。それとその個人農家さんがいろいろやっている産直というか直売

所、そういう中でもいろいろこう並べられているので、そういうとこ

ろからも何月はどことどこの農家さんと契約という形にもつながって

いくのかなと思うので、その辺ももし考えているところがあってやり

やすいようにということができるのであれば、そういうものを作って

いただきたいなと思います。それからたくさんあるんですけれども、

前に１期目の時に学校給食で質問した時に、よく産直とか何か行った

時に、農家の顔が見えるといったところで写真とかを掲示して、それ

でブロッコリー生産しているとかというのがあって、そういうのを学

校の玄関というか、うちはセンター方式なので作る所はセンターです

けれども、学校に運ばれていきますよね。そういうときにそうか、き

ょうのブロッコリーは何とかという地域の何とか産のブロッコリーで

す、というようなことが目に見えるっていうか、そういうことによっ

て子どもたちも食べる意欲ということにつながっていくと思うんです

よね。それからもう一つ提案なんですけれども、通学路の中で、お米

とか麦とかいろんなものを見ながら子どもたちは育っています。そう

いう中に、例えばその通学路の所にも以前にピュアライスの看板とい

うかそういうものが建っていたと思うんですけれども、そういう形で

例えばその子どもの絵でブロッコリーとか何かを書いてもらってそこ

にそういうものを建てるということによっても、町外から来た方もそ

うか南幌はここまで進んだ取り組みをしているのかということになる

のではないかなと思うのでその辺もぜひ検討をしてほしいと思うんで

すけれども、その辺はどうか。たくさん申し上げましたけれども、ち

ょっと再質問をお願いいたします。 

議   長 教育長。 

教 育 長 

(再答弁) 

熊木議員の再質問にお答えをいたします。先ほどの答弁をしたＪＡ

との契約を令和元年度からスタートしたということの中で、この契約

にあたっては、農協さんのほうから情報提供いただく形をまずとって

おります。何月から何月、あるいは何月の第何週から何週はでは何が

出荷されているかという品目ごとの情報が入るようになっておりま
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す。仕入れの流れとしては、本町の野菜集出荷センターからＪＡなん

ぽろが仕入れて、そして直接給食センターのほうへ収めていただく体

制というふうになっております。そして個人農家の方あるいは農業法

人の方がセンターのほうへ給食の食材として野菜を納入したいといっ

た場合につきましては、農協を経由して収めていただくということも

可能となりました。そういったことから一つの野菜、例えば規格がい

ろいろあると思うんですけれどもある程度統一した大きさのもので納

入していただく条件もありますけれども、可能な限り地元産の新鮮な

野菜を取り入れる状況にさせていただいたところでございます。また、

子どもたちには、南幌産の野菜を使って給食を食べているんだという

ことで、昨年で申し上げますと、昨年１０月も１週間に渡って南幌町

の野菜を使った南幌産給食週間というのをさせていただいておりま

す。例えば、例ですけれども１０月２４日でいきますと、南幌産新米

きたくりんのご飯、それから沢煮椀、鳥のみそ焼き、キャベツ菜サラ

ダと、そういった品目については昨日、きょうの汁物に入っている長

ねぎは南幌ブランドねぎしゃん、サラダのキャベツももちろん南幌産

という形で毎日毎日の食材をうちの特産に合わせた形で紹介させてい

ただいて、子どもたちに楽しんで食べていただくそんな環境を作らせ

ていただいております。先ほど農家さんの顔が見えるような紹介とい

うお話もありましたけれども、やはり仕入れを一つの農家で収まれば

いいんですけども複数の農家さんの場合も想定されますので、その辺

の扱いについては今後内部で検討させていただければと思います。ま

た通学路等に子どもたちの描いた絵で野菜などでＰＲできる、あるい

は自分たちの地元産の野菜だと認識できるものにつきましては、学校

と十分お話合いをさせていただきたいと思っております。以上です。 

議  長  ３番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 

(再々答弁) 

再々質問を行います。今、教育長から検討していただけるというこ

とでの御答弁いただいたので、ぜひその農家さんがその農協を通して

というところでは今までも啓蒙されて個人の農家さんもわかっている

のかもしれないんですけれども、先日ちょっと私は欠席だったんです

が団体との議会との懇談会の中でも学校給食に地元の野菜を使ってほ

しいという要望が農家の方から出されていたので、やっぱりそこが今

もっとわかるような形でぜひ周知してほしいなと思います。それから

地産地消コンテストというのが実施されていたんですけれども、例え

ばそういう中でそこで選ばれたメニューが学校給食にというようなそ

ういうような取り組みはできないのかなと思うんですけども、それは

どうでしょうか。それから農林水産省で実施している地産地消学校給

食メニューコンテストというのがあって、それに応募すると、それで

グランプリとかを取ったりすると、それによってまた南幌小学校がグ

ランプリを取ってこういうものに掲載されたということで、またすご

く町全体もそれによって知名度もアップになったりいろいろすると思

うんですよね。ですからいろんなそういうものに応募するということ
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もぜひやったらどうかなと思いました。それから先ほどの南幌週間と

いうことで私もそれをさっき質問しようと思ってて忘れたんだけど、

ちょうど今教育長がおっしゃってくれたので、やっぱり地元のきょう

は全部南幌のものでできている献立で皆さん食べましょうというのを

既にやられているとことですごくよかったなと思います。それから子

どもたちがやっぱりそのこういうすばらしい環境の中で育った子ども

が、やっぱりその農業のことを知ることで、南幌から１回出ても南幌

にまた戻ってくる、そういう意味で食と農の関係というのはすごく深

いものがあると思うので、それは教育現場のほうで学校のほうでいろ

いろこう組み立てて入れてくれたりするかと思うんですけども、やっ

ぱりその教育、町としてもやっぱり今そういうことを盛り込んだ南幌

の教育ということをぜひ今後も取り組んでいただきたいと思うんです

けれどもお願いいたします。 

議  長 教育長。 

教 育 長 熊木議員の再々質問にお答えをいたします。まず、個人農家への啓

蒙の関係ですけれども、これにつきましては給食センターと農協さん

のほうでも先ほど申し上げました。情報提供を農協からいただくとい

うことで考えますと、ある程度農協さんのほうからそれぞれの個別農

家さん啓蒙していただけるように改めてこちらからもお願いしたいと

いうふうに思います。それから、地産地消コンテストで選ばれたメニ

ューとありますけども、これ以前何かやっていたということでござい

ました。ただいまそれをちょっと止めているということですので、そ

の辺をもうちょっと確認させていただきたいなと思います。それから

３点目の給食コンテストの参加につきましては検討させていただきた

いなと思います。最後の食と農業の仕組みを考えながらという御質問

でございましたけれども、本年度、小学生向けの社会科副読本を全面

改定いたします。その中におきましてこの南幌産の食、あるいは農業

との関わりをもう少し子どもたちにわかるような説明をできる形で取

り組んでいきたいというふうに考えております。以上です。 

議  長 以上で、熊木 惠子議員の一般質問を終わります。 

ここで、午後１時１５分まで休憩をいたします。 

 （午前１１時５６分） 

（午後 １時１５分） 

議  長 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

次に、４番 西股 裕司議員。 

西股議員 町長に、災害に対する考え方についてお聞きいたします。毎年全国

で大きな自然災害が発生しています。南幌町は近年大きな被害を受け

る自然災害はありませんが、過去において数多くの被害を受けている

水害については、「千歳川河川整備計画」に基づき事業が進められてい

る晩翠遊水地が供用開始となり、台風等の大雨による被害は少なくな

ると思われます。大きな自然災害が予想される場合、町は防災計画に

基づき対策を講じます。しかし、自然災害の中でも地震はいつ発生す
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るのか予測がつきません。南幌町に影響を与える地震発生の要因の一

つと言われる活断層は、当別を中心とする当別断層帯。千歳から苫小

牧にかけての石狩低地東縁断層体、これは南部です。それと美唄市か

ら早来町にいたる石狩低地東縁断層帯（主部）があります。平成３０

年９月発生の北海道胆振東部地震は、逆断層型で、プレート内で発生

した地震と言われ、南幌町においても震度５弱を記録。大規模な停電

に見舞われたことは記憶に新しいところです。本年度の防災訓練では

それらのことも踏まえて、台風等による風水害を想定した災害対策本

部設置運営訓練が予定され、災害発生時の情報伝達や避難誘導の体制

づくりを計画しています。先に述べたとおり、台風等による風水害は

天気予報等で事前に準備ができる時間が比較的あると考えますが、地

震の発生は予測がつきません。日頃からの防災意識の啓発により、迅

速に対応できるようその対応策が必要と思います。町長に災害に対す

る考え方について、次の３点を伺います。 

１つ目、南幌町は担当部署によって違いはありますが、震度４以上

の発生で庁舎等に集合となっておりますが、国の災害時の対応として、

まずは自分自身の身を守る行動をと言われております。大規模な地震

発生時は計画どおりに行動することができるのか。 

２つ目ですが、前回の胆振東部地震の際は、南幌町では職員が中心

となり安否確認を行ったと聞いておりますが、情報インフラが使用不

可能の場合は、地域との連携が不可欠と思います。行政区との連携に

ついてはどのように考えているのか。 

３つ目、災害の被害を最小限にとどめるため、一般住宅の耐震不足

住宅はどのくらいあるのか把握しているのか、また耐震不足の住宅に

対する町からの周知は行っているのか。 

以上３点、お願いいたします。 

議  長 町長。 

町  長 災害に対する考え方についての御質問にお答えをします。いつ、ど

こで発生するかわからない災害に対応するため、地域防災計画に基づ

き、防災拠点施設や災害備蓄品の整備訓練の実施により、防災対策に

務めています。１点目の御質問については、災害発生時においては職

員初動マニュアルに従い、国と同様、家庭内の応急措置、家族の安否

確認を行った上で登庁し、対応を行います。しかし、災害の規模など

により状況が異なることから、その時々で最善の対策を取るべく、日

頃から訓練、研修により迅速な初動対応が行えるよう努めてまいりま

す。 

２点目の御質問については、胆振東部地震においては、停電による

電話などの通信インフラが使用できない状況から、防災無線による情

報発信を行うとともに、要援護者については職員が直接自宅に出向き、

安否確認を行うなどの対応をしたところです。災害時においては、地

域住民が役割を分担しながら地域を守るという取り組みが必要であ

り、地域内での安否確認体制の構築など、引き続き行政区・町内会と
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の連携に努めてまいります。 

３点目の御質問については、町内には約３，２００戸の一般住宅が

ありそのうち耐震性を有していない住宅は全体の２０％程度と想定し

ています。耐震不足に対する個別の周知は行っていませんが、現在開

設している住宅相談窓口や広報誌、ホームページにおいて、住まいに

関する情報を提供してまいります 

議  長 ４番 西股 裕司 議員。 

西股議員 

(再質問) 

ありがとうございます。今の中の３番目の関係からまず進めさせて

いただきますが、今の耐震化率の関係では約２０％が不足していると

いうようなお答えでございました。これについては去年の１２月の調

査結果かなというふうに思います。これは南幌町の強靱化計画の素案

の中で１月に示された数字だと思っております。これを２０２６年ま

でに、９５％まで引き上げると言っております。住宅のリフォーム事

業ですとかそういうのを持ちながら進めるのだろうというふうに思い

ますが、住んでいる方が昭和５６年の建築基準に該当しているかどう

か、そこをやはりいろんな形でお知らせするのが必要ではないだろう

かと。年に１回の防災に合わせて広報等でお知らせするのではなくて、

あなたの家は危険ですよと、もう１回見直しませんかというようなこ

とで、住んでいる方にそういうような危険があるんだということを周

知していただきたいなというふうに思います。そして１点目、２点目

というのはちょっと関連があるような内容になっております。私は職

員の皆さんが、全員すぐに集まってそれで対策本部を立ち上げてそし

てやるんだというようなことでこれはちょっと考えたわけではないで

す。やはり、災害が起きて一番最初にやらなくてはならないこととい

うのは、やはり、自助というか自分でどうやって命を守っていくのか

ということが一番になるのかなというふうに思っております。ですか

ら、この自助という部分と共助、近くの方が助け合うというような部

分をやはり最大に生かすような防災対策というものをやはり打ってい

かなくてはならないのではないだろうかなというふうに思っておりま

す。役割分担によって、防災体制を構築するだとか防災の教育を行う

というこういうような必要があるのではないだろうかというふうに思

います。確かに町の職員が来て全部やるということは一番必要かとは

思うんですがもう当然無理な話だと思います。ですから、自助でどの

ぐらいまでカバーできるのかという部分を、もっともっと啓発してい

ただきたいなというふうに思います。それと自主防災組織の関係なん

ですが、これについては先ほどからいろんな形で町のほうで町民との

対話が少ないのではないだろうかというような話は出ておりますが、

やはり町のいろんな意見を求めるときに、おおむね広報ですとかホー

ムページ、パブリックコメント、フェイスブックが中心になっている

というような感じなんですが、やはり人と人とが向き合って話してい

かないと、この辺というのは十分にわかり合えないのかなというふう

に思います。私は農協の時に、年に３回ぐらい組合員との話し合いの
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場を作っているわけなんですが、それでも全部が全部皆満足している

というような形にはならないです。ですからやはりこういう対話とい

うのは回数をふやすことで、やはり町内会を中心とした自主防災組織

というのはできるのかなというふうに思います。ですから先ほどから

いろんな同僚議員、も言っておりますけれども、町がやはり町民のも

とに出て行っていろんな対話を深めていくというような形でいってい

ただきたいなというふうに思います。その辺の考え方もお聞きしたい

と思います。それと最後なんですが、町長はやはりこういう災害のと

きに対策本部の本部長というような形に絶対なるわけですから、その

時の中で、やはり町長は防災対策の基本というものをどういうように

考えているのか。それと防災活動の目的というものをどういうふうに

捉えているのか、この辺の考え方についてもお聞かせ願いたいと思い

ます。以上です。 

議  長  町長。 

町  長 

(再答弁) 

西股議員の再質問にお答えをいたします。まずは災害、いろんな災

害がありますけれども、西股議員も調べられたと思いますが、私も起

きた東北の大震災もう間もなく９年になりますけれども、そこの首長

さん、あるいは熊本の地震の首長さん、おととし地震が起きた厚真を

中心とした３町の首長さん、それぞれいろんなお話もいただきまして

参考になることがたくさんあるのかなと思いながら、わが町に帰ると、

何でこれがうまく伝わらないのかという思いもしております。という

のは、西股議員から言われて最近うちに何も災害がないと。どこも大

きな災害があっていますが、うちは幸い山がない。二次災害もないと。

住民の安心が、その辺にもあるかなというふうに思っています。ただ

最近の異常気象は何が起きるかわからない。そして地震もどこで何が

起きるかわからない時代でありますので、やはり議員から御指摘あっ

た自助、共助、公助、この辺がきちっと確立ができないとだめなのか

なというふうに思っております。そこで一番いいのは、やはり地域で

守ると、地域防災組織が地域でできてくれれば一番いいのですが、そ

れには今居るそれぞれ町内会、行政区の役員さん方に御理解をいただ

いてそういう場に出ていきながらこれは地域担当職員制度やいろいろ

出前講座、今いろいろやっていただいているんです。ある程度そうい

う体制づくりをきちっとしていかないとだめなのではないかなという

ふうに思っています。昔と違うのは、個人情報この辺の問題もあるも

のですから非常に今動きづらい体制であります。それぞれの係、民生

委員等々がおりますそれぞれの地域に。その方々も行き交えてできれ

ば地域で作っていただくのが、役場に来て役場からすぐ発信するとい

うのがなかなか大災害の時にはできませんので、やっぱり地域の人が

地域で判断できる体制づくりは必要なので、これからもそういうお話

をさせていただいて、いろいろ行政区・町内会の会長さんたちで自主

防災組織にいろいろ検討をいただいております。それらを合わせなが

らやっていかなければなりませんので。いろいろあろうかと思います
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が、私はやっぱり住民の安全を守るのが私の仕事だと思っています。

防災対策については、そういうことではないからそこに尽きるのでは

ないかなと。住民の安全を守れないやり方はできないと思いますので。

そういうふうなことも含めながら進めていくだろうと思っています。

住宅の関連でいくと、今住宅リフォームで、結構それで改修をやって

いただいている方もおりますので、そういう情報を発信しながら、古

い住宅の改修ができれば一番いいのかなというふうに思っています

が、熊本、東日本、厚真のそれぞれ平らなところの住宅については、

傾いたりはしておりますけれどもそんなに潰れているわけではありま

せん。調べた結果、そういうことの結果が出ているようであります。

ですので、私どもは平地でありますからまず起きた時にどういう初動

がとれるかどうか。このことは、職員も含めて住民の皆さんにも徹底

していかなければ、起きた時に大変だろうというふうに思っておりま

す。一番良いのは、地震のときは急いで動くのが一番だめだと各首長

さんから教えていただきました。状況を把握しながら行動していくの

が一番良いということでありますので、うちはそれができる体制かな

というふうに思っておりますので、そこをこれからも訓練やらいろん

な情報を使いながら皆さんに発信をしていきたいし、できれば地域防

災組織が各地域でできていただくのが一番いいのかなと。そこへ向け

て情報発信、あるいは混乱が少ないというお話をいただいております

ので、今の行政区、町内会の会長さんたちにまたお話をさせていただ

いて、そういう声があるのでぜひ呼んでいただいて、あるいは私が行

きますのでそういう場を作っていただきたいというお話はしていきた

いなと。皆で作る組織がなければ、我々が何ぼ笛を鳴らしてもできな

ければこれどうしようもない、理解をしていただくというのが一番だ

と。それは自分の命を守っていく、地域を守っていくということにつ

ながりますので、そこのところは力強く発信していきたいなとそんな

ふうに思っています。 

議  長 ４番 西股 裕司議員。 

西股議員 

(再々質問) 

今お答えいただいたんですが、私、防災対策の基本と目的というこ

とでちょっとお尋ねしていたのですが、私が考えている部分では、や

っぱり災害のイメージをどのようにするのかということが防災対策の

基本になるのかなというふうに思います。災害をイメージできない場

合には、適切な準備はできないのではないだろうかというふうに思っ

ております。それと防災活動の目的は何かと言った時には、人が死な

ない防災対策を作らなくてはならないというのが第一だと思います。

やはり人命第一ということで置きかえて進めていただきたいなという

ふうに思います。やはり、イメージを持つということは地域の特性、

こういうところを把握してないと、できないはずだと思います。例え

ばもう一つなんですが、震度７以上で想定される被害というのは、ど

のぐらいあるのでしょうか。こういうのを町のほうでイメージとして

持っているのでしょうか。震度６以上ではどういうふうになるだろう
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かと。そういうところを十分持っているだろうかというデータをやは

り持っていなくてはならないのではないかなと。その被害状況に合わ

せてやはり迅速に動けるような防災対策というのが求められるのでな

いだろうかなというふうに思います。これは埼玉県の宮代町のアンケ

ートの関係だったんですが、地震が発生した場合に頼りになるのは何

なのかいうところですが、１番は近所の方ということで３２％、２番

目は家族ということで、２つ合わせて約半数以上が、そういうような

身近な所の人を頼りにしているというふうになっております。その他

で、やはり消防団ですとか町ですとか、そういうようなものが示され

るわけなんですが、やはり身近なところの組織というのは早急にやっ

ぱり作っていかなくてはならないと。これは今言われた問題でなくて、

毎年みたいな形で作っていくよと示されているのをいろんな所で見る

んですけれども、実際にはまだ全然できていないというのが現状かな

というふうに思います。ですから、これは自主防災組織というのは、

いつまでに最低でもどのぐらいを作ろうかというような目標を持って

動いてほしいなというふうに思いますので、この辺についてのお考え

をお願いいたします。 

議  長 町長 

町  長 

(再々答弁) 

西股議員の再々質問にお答えをいたします。一応、国や北海道や町

の基準がありますので、それに基づいてやっています。うちが震度６、

震度７がどうのこうのとこれはデータ的には何もありませんので。た

だ言われているのは木造住宅の２階建ては震度７でもかなり強度が高

いと。ですので、うちの町のほとんどがそういう体制でありますので、

だから先ほど申し上げたように、地震の場合は初動をあまり動くなと、

状態を把握してから行動に移せというのが地震の災害の時には一番大

きな基本になるようです。これは経験者から言っていただいたのでそ

れで二次被害が出ていると。山がないのだからそんなに急ぐ必要ない

という教えはいただきました。ただ、それだって間違いないというこ

とではないので、ただそこのことをしながら皆さんとやっていかなく

てはならないし、やはり全国各地で大きな災害が起きていますので、

そういうことも照らし合わせて、そういう意識が高まるようにこれか

ら各地域にお話もさせていただきますし、当然行政区長会議で何回も

これまでも言っておりますけれども、足りない分の組織をつくるため

に何が足りないのかそれも言っていただいて、私どもが入り込んでで

きるだけ早くできることが一番だと思っておりますので、私はそっち

のほうにしていきたいなと。やはり強制ではないですよ。やっぱり自

主的にそういう気運になっていただけなければ、いざ災害の時には動

かない。これもデータ的にあるようです。だから、自分たちでまずそ

ういう気運に持っていってもらうっていうのが一番ではないかなとい

うふうに思っていますので、やはり住民の安全、命を守るためには、

そこをきちっとやっていかないと守れないと思っています。それは胸

の中にありますので、まず皆さんが笑顔で住めるようなまちづくりに
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向かっていきたいなとそんなふうに思っています。 

議  長 以上で、西股 裕司議員の一般質問を終わります。 

以上で、一般質問を終結いたします。 

本日予定しておりました日程が終了いたしました。予算審査特別委

員会の審査が終了するまで休会といたしたいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって予算審査特別委員会が終了するまで

休会といたします。 

御苦労さまでした。 

 （午後１時３６分） 
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令和２年第１回南幌町議会定例会会議録      ３月１２日 

（午前９時３０分） 

議  長 おはようございます。 

去る３月９日より予算審査特別委員会のため休会となっておりまし

た、令和２年第１回南幌町議会定例会をただいまより再開いたします。 

本日の出席議員数は１０名でございます。直ちに本日の会議を開き

ます。 

●日程２４ 議案第２０号 職員の服務宣誓に関する条例の一部改

改正する条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２０号 職員の服務宣誓に関

する条例の一部を改正する条例制定につきましては、地方自治法及び

地方公務員法の改正に伴い、本案を提案するものです。詳細につきま

しては総務課長が説明いたしますので、よろしく御審議賜りますよう

お願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 それでは、議案第２０号 職員の服務宣誓に関する条例の一部を改

正する条例制定について御説明いたします。 

初めに改正の概要について申し上げます。地方公務員法及び地方自

治法の改正により、令和２年４月より会計年度任用職員制度を導入す

べく、昨年１２月第４回議会定例会において、関係する条例を提案し

議決をいただいたところですが、総務省より、本年１月に会計年度任

用職員の服務宣誓について、制度導入前の任用形態や任用手続が様々

であることから、条例に例外規定を設けるよう通知があったことから、

今回改正を行うものでございます。それでは、別途配布しております

議案第２０号資料新旧対照表をごらんください。左側が改正後、右側

が改正前、下線の部分が改正箇所となります。 

第２条に第２項として、地方公務員法第２２条の２第１項に規定す

る会計年度任用職員の服務宣誓については、前項の規定にかかわらず、

任命権者は、別段の定めをすることができる旨の規定を追加するもの

です。 

附則といたしまして、この条例は令和２年４月１日から施行する。

以上で議案第２０号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結させていただきます。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第２０号 職員の服務宣誓に関する条例の一部を改正する条例

制定については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程２５ 議案第２１号 固定資産評価審査委員会条例の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２１号 固定資産評価審査委

員会条例の一部を改正する条例制定につきましては、行政手続等にお

ける情報通信の技術の利用に関する法律の改正に伴い、本案を提案す

るものです。詳細につきましては、税務課長が説明いたしますので、

よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。税務課長。 

税務課長 議案第２１号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

制定について御説明いたします。このたびの条例の一部改正は、引用

する「行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律」の改

正に伴う規定の整備でございます。 

それでは別途配布しました議案第２１号資料固定資産評価審査委員

会条例の一部を改正する条例の新旧対照表で御説明いたします。左側

が改正後の新条例、右側が改正前の旧条例であり、アンダーラインを

付した箇所が改正部分でございます。 

第６条 書面審理の規定、第２項中の「行政手続等における情報通

信の技術の利用に関する法律」の題名を、「情報通信技術を活用した行

政の推進等に関する法律」、通称をデジタル行政推進法、引用条項、「第

３条第１項」を「第６条第１項」に、弁明書の取り扱いを明確にする

ため、文言を正副２通の弁明書の提出があったものとみなすとする規

定に改めるものでございます。 

附則として、この条例は公布の日から施行する。 

以上で、議案第２１号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正

する条例制定についての説明を終了します。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。議案第２１号 固定資産評価審査委員会

条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程２６ 議案第２２号 南幌町町営プール設置条例を廃止する
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条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２２号 南幌町営プール設置

条例を廃止する条例制定につきましては、夕張太プールの廃止に伴い、

本案を提案するものです。詳細につきましては、生涯学習課長が説明

いたしますので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。生涯学習課長。 

生涯学習課長 それでは、議案第２２号 南幌町営プール設置条例を廃止する条例

制定について御説明いたします。南幌町夕張太プールにつきましては、

令和元年度をもって廃止することから、本条例を廃止するものでござ

います。 

附則として、この条例は公布の日から施行する。以上で、議案第２

２号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたのでこれより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第２２号南幌町営プール設置条例を廃止する条例制定について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程２７ 議案第２３号 国民健康保険町立南幌町病院条例の一

部を改正する条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２３号 国民健康保険町立南

幌病院条例の一部を改正する条例制定につきましては、地方自治法等

の改正に伴い、本案を提案するものです。詳細につきましては、病院

事務長が説明いたしますので、よろしく御審議賜りますようお願い申

し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。病院事務長。 

病院事務長 それでは、議案第２３号 国民健康保険町立南幌病院条例の一部を

改正する条例制定について御説明申し上げます。今回の改正は、地方

自治法の改正により、地方公共団体の長などの損害賠償責任の一部を

免除する条例が新規に制定されたことから、現在の第２４２条の２が

繰り下がるものでございます。別途配付しております議案第２３号資

料 国民健康保険町立南幌病院条例の一部を改正する条例の新旧対照

表をごらんいただきたいと思います。右側が改正前、左側が改正後に

なります。アンダーライン部分が改正部分でございます。 
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議会の同意を要する損害賠償責任の免除、第４条、法第３４条中、「第

２４３条の２第４項」とあるのを「第２４３条の２の２第４項」に改

正する。 

附則として、この条例は令和２年４月１日から施行する。 

以上で、議案第２３号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第２３号 国民健康保険町立南幌病院条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程２８ 議案第２４号 南幌町国営土地改良事業負担金等の徴

収に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題といたしま

す。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２４号 南幌町国営土地改良

事業負担金等の徴収に関する条例の一部を改正する条例制定につきま

しては、民法の改正に伴い、本案を提案するものです。詳細につきま

しては、産業振興課長が説明いたしますので、よろしく御審議賜りま

すようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。産業振興課長。 

産業振興課長 それでは、議案第２４号 南幌町国営土地改良事業負担金等の徴収

に関する条例の一部を改正する条例について御説明いたします。本条

例の改正につきましては、令和２年４月１日から施行します、民法の

一部を改正する法律に基づくもので、この民法の改正では債権関係の

見直しが行われ、法定利率が現行の５％から３％に引き下げられ、市

中金利の動向に合わせて変動する制度の導入がなされることから、国

営土地改良事業負担金の元利均等年賦支払利率の改正を行うものであ

ります。別途配布いたしました議案第２４号資料 新旧対照表で御説

明させていただきます。表の左側が新条例、右側が旧条例で、アンダ

ーラインの部分が改正点であります。 

第５条第２項は、徴収の方法等の規定で「利率を年５パーセント」

から、「利率は、土地改良法施行令（昭和２４年政令第２９５号）第５

３条第２号に規定する農林水産大臣が定める率」に改正するものでご

ざいます。 

附則として、この条例は令和２年４月１日から施行する。 
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以上で、議案第２４号についての説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第２４号 南幌町国営土地改良区事業負担金等の徴収に関する

条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定いたしました。 

●日程２９ 議案第２５号 南幌町公営住宅条例の一部を改正する

条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２５号 南幌町公営住宅条例

の一部を改正する条例制定につきましては、民法の改正に伴い、本案

を提案するものです。詳細につきましては、都市整備課長が説明いた

しますので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。都市整備課長。 

都市整備課長 それでは、議案第２５号 南幌町公営住宅条例の一部を改正する条

例制定について御説明いたします。初めに、改正の経緯について御説

明いたします。このたび、民法の一部が改正され、公営住宅管理標準

条例の見直しが行われたほか、これまでの制度改正に伴う修正が行わ

れました。主な改正点は、入居者資格の緩和、保証人保護に関する改

正、修繕費用の負担の改正、法定利率などに関する改正でございます。 

別途配布している議案第２５号資料新旧対照表をごらんください。

左が改正後の新条例、右が改正前の旧条例で、下線の部分が改正点で

ございます。 

第６条は公営住宅標準条例が改正され、入居者の資格を最小限の条

件に緩和するものです。第１項では老人、身体障害者その他の者を削

除し、被災者に東日本大震災などを加えます。第２号では、イを入居

者の心身の状況、または世帯構成、区域内の住宅事情その他の事情を

勘案し、特に居住の安定を図る必要がある場合と改め、ロを削除する

ものです。次ページ、第４号は、市町村税等の滞納者でも様々な事情

があり、配慮すべき場合もあると考えられることから、滞納している

ことだけで公営住宅に入居できないことが生じないように削除するも

のです。 

第７条第２項は、先ほど削除した第６条第２号、ロを入居者資格の

特例として災害にかかわる場合は、所得額に関する規定を改めるもの
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です。 

第９条第５項に夫の寡夫を加えます。 

第１１条は、次ページにかけて住宅に困窮する低額所得者に住宅を

提供する公営住宅の目的を踏まえると、従来必要とされていた連帯保

証人の確保が困難な身寄りのない単身高齢者も入居できるよう、連帯

保証人制度の見直しを行い、連帯保証人に代わり、緊急時の連絡先に

改めるものです。 

第１８条は、家賃の滞納があった場合に、敷金をその弁済に充てる

ことができるように第３項を加えます。 

第２０条は、退去時の修繕について入居者が負担するものを別に定

め、通常の使用による損耗及び経年劣化によるものは町が負担するこ

とに改めます。 

第２１条第１項、次ページになります。第４号は、前条第１号の改

正による文言の整理です。 

第３０条第１項及び第２項は、これまでの制度改正による文言の整

理です。 

第４１条は、法定利率に関する見直しが行われ、現在年５分の割合

としている固定利率を、金利動向に合わせて利率が自動的に変動する

ように法定利率に改めるものです。 

第５２条及び次ページ第５３条は、これまでの制度改正による文言

の整理です。 

第６２条は、第１８条の項の追加による項ずれを改めるものです。附

則として、この条例は令和２年４月１日から施行する。 

以上で議案第２５号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第２５号 南幌町公営住宅条例の一部を改正する条例制定につ

いては、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程３０ 議案第２６号 南幌町子育て支援住宅条例の一部を改

正する条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２６号 南幌町子育て支援住

宅条例の一部を改正する条例制定につきましては、民法の改正に伴い、

本案を提案するものです。詳細につきましては都市整備課長が説明い
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たしますので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。都市整備課長。 

都市整備課長 それでは、議案第２６号 南幌町子育て支援住宅条例の一部を改正

する条例制定について御説明いたします。改正の内容は、公営住宅条

例と同様、民法の一部改正により入居者資格の緩和、法定利率に関す

る改正が行われたことによるものです。別途配布している、議案第２

６号資料新旧対照表をごらんください。左が改正後の新条例、右が改

正前の旧条例、下線の部分が改正点でございます。 

第６条、入居者の資格のうち、第４号で市町村税等を滞納している

ことだけで入居できないことが生じないように、第４号を削除するも

のです。 

次に、第１７条第３項は、法定利率に関する見直しが行われ、現在

年５分の割合としている固定率を金利動向に合わせて利率が自動的に

変動するように法定利率に改めるものです。 

附則として、この条例は令和２年４月１日から施行する。 

以上で、議案第２６号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第２６号 南幌町子育て支援住宅条例の一部を改正する条例制

定については、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程３１ 議案第２７号 南幌町排水設備改造資金貸付条例の一

部を改正する条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２７号 南幌町排水設備改造

資金貸付条例の一部を改正する条例制定につきましては、民法の改正

に伴い、本案を提案するものです。詳細につきましては都市整備課長

が説明いたしますので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

議  長 内容の説明を求めます。都市整備課長。 

都市整備課長 それでは、議案第２７号 南幌町排水設備改造資金貸付条例の一部

を改正する条例制定について御説明いたします。改正の内容は、南幌

町公営住宅条例と同様、民法の一部改正により、保証人保護に関する

改正が行われたことによるものです。別途配布している議案第２７号

資料新旧対照表をごらんください。左が改正後の新条例、右が改正前
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の旧条例で、下線の部分が改正点でございます。 

第２条第４項中、「確実な連帯保証人」を「緊急時の連絡先」に、第

１０条中「連帯保証人」を「緊急時の連絡先」に改めるものです。 

附則として、この条例は令和２年４月１日から施行する。 

以上で、議案第２７号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第２７号 南幌町排水設備改造資金貸付条例の一部を改正する

条例制定については、原案のとおり決定することに御異議ありません

か。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程３２ 議案第２８号 南幌町道路の構造の技術的基準等を定

める条例の一部を改正する条例制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２８号 南幌町道路の構造の

技術的基準等を定める条例の一部を改正する条例制定につきまして

は、道路構造令の改正に伴い、本案を提案するものです。詳細につき

ましては、都市整備課長が説明いたしますので、よろしく御審議賜り

ますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。都市整備課長。 

都市整備課長 それでは、議案第２８号 南幌町道路の構造の技術的基準等を定め

る条例の一部を改正する条例制定について御説明いたします。初めに

改正の経緯について御説明いたします。道路構造の技術的基準は、国

の基準を参酌し、町がそれぞれの判断により条例で制定することにな

っています。この度、自転車を安全かつ円滑に通行させるために設け

られる帯状の車道の部分として、自転車通行帯に関する規定を新たに

設け、新たに整備する道路において自転車通行帯の設置の推進を図る

ため、道路構造令の一部が改正されたことから、町の条例においても

自転車通行帯に関する規定を設けるものです。別途配布している議案

第２８号資料新旧対照表をごらんください。左が改正後の新条例、右

が改正前の旧条例で下線の部分が改正点でございます。 

１ページ下段から２ページにかけて、第９条の次に第９条の２とし

て、自転車通行帯の設置の要件の規定を新たに加えます。内容は自動

車等の交通量の多い道路には、道路の左端に自転車通行帯を設ける規

定、並びに自転車通行帯の幅員を定める規定となっています。 
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１ページに戻りまして、第５条第１項、同条第５項、第７条第２項、

次ページ第１１条第１項、次ページ第１２条第１項、第３１条第３項、

第３９条第１項、及び次ページ第２項は、第９条の２に自転車通行帯

を加えたことによる文言の整理です。２ページに戻ります。 

第１０条第１項及び第２項で、自転車道の設置要件として、自転車

通行帯の規定を加えたことにより、自転車道については設計速度が１

時間につき６０キロメートル以上であるものを追加するものです。 

附則として、施行期日 この条例は公布の日から施行する。経過措

置としまして、この条例は施行の際、現に新設または改築の工事中の

第３種または第４種の町道であって町が管理する者については、この

条例による改正後の南幌町道路の構造の技術的基準等を定める条例第

９条の２、並びに第１０条第１項及び第２項の規定にかかわらず、な

お従前の例によることができる。 

以上で、議案第２８号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第２８号 南幌町道路の構造の技術的基準等を定める条例の一

部を改正する条例制定については、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程３３ 議案第２９号 南幌町営住宅管理条例を廃止する条例

制定についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 ただいま上程をいただきました議案第２９号 南幌町営住宅管理条

例を廃止する条例制定につきましては、町営住宅の廃止に伴い、本案

を提案するものです。詳細につきましては、総務課長が説明いたしま

すので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 内容の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 それでは、議案第２９号 南幌町営住宅管理条例を廃止する条例に

ついて御説明申し上げます。 

本廃止条例につきましては、町営住宅として管理していた元町特定

目的住宅につきまして、令和元年度において解体、撤去したことから、

本案を提案するものでございます。南幌町営住宅管理条例を廃止する

条例、南幌町営住宅管理条例（昭和５２年南幌町条例第２１号）は廃

止する。 
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附則といたしまして、この条例は令和２年４月１日から施行する。以

上で、議案第２９号の説明を終わります。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第２９号 南幌町営住宅管理条例を廃止する条例制定について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに

決定をいたしました。 

●日程３４ 発議第１号 議員の派遣承認についてを議題といたし

ます。 

議員の派遣承認につきましては、年度ごとの承認案件でございます。

原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり承認することに

決定をいたしました。 

●日程３５ 発議第２号 議員の派遣承認についてを議題といたし

ます。 

議員の派遣承認につきましては、北海道町村議会議長会主催の定例

の研修会でございます。原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり承認することに

決定をいたしました。 

●日程３６ 発議第３号 議員の派遣承認についてを議題といたし

ます。 

議員の派遣承認につきましては、北海道町村議会議長会主催の定例

の研修会でございます。原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり承認することに

決定をいたしました。 

●日程３７ 発議第４号 総務常任委員会、産業経済常任委員会、

議会運営委員会所管事務調査についてを議題といたします。 

３委員会の所管事務調査につきましては、定例会ごとの承認案件で

ございます。提案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 
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御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり承認することに

決定をいたしました。 

追加日程１ 発議第５号から追加日程２ 報告第１号までの２議案

を日程に追加し、議題といたしたいと思いますが、御異議ありません

か。  

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって追加日程１ 発議第５号から追加日

程２ 報告第１号までの２議案を追加いたします。 

●追加日程１ 発議第５号 民族共生の未来を切り開く決議を議題

といたします。 

提出者より提案理由の説明を求めます。 

８番 菅原 文子議員。 

菅原議員 決議案の提案理由を申し述べます。皆様御承知のとおり、北海道に

は弥生時代がなく、１３世紀ごろまで続縄文、擦文時代が続き、蝦夷

地のアイヌの人々は狩猟や漁労により独自の文化を形成していまし

た。２０１９年４月には、アイヌ新法が成立し、アイヌ民族が先住民

族であると初めて明記されました。このようなことから、アイヌ文化

の復興・発展の拠点として、白老町にウポポイ・民族共生象徴空間が

開設されるこの機会に、道内各地の自治体から先頭に立って民族共生

社会を作りあげていくという決意を表明したく、決議案を提出するも

のであります。議員各位の賛同をお願い申し上げ、私からの提案理由

といたします。 

議  長 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ち

に採決したいと思いますが御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

発議第５号 民族共生の未来を切り開く決議については提案のとお

り決定することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり決議することに

決定をいたしました。 

●追加日程２ 報告第１号 令和２年度各会計予算及び関連条例の

審査報告についてを議題といたします。 

審査報告について予算審査特別委員長より報告願います。 

６番 本間 秀正議員。 

本間議員 令和２年３月１１日付け、南幌町議会議長あて、予算審査特別委員

長名、委員会審査報告書。本特別委員会に付託された事件は、次のと

おり決定したので、会議規則第７７条の規定により報告します。 

議案第１０号 職員定数条例の一部を改正する条例制定について 
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議案第１１号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

について 

議案第１２号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例制定について 

議案第１３号 令和２年度南幌町一般会計予算 

議案第１４号 令和２年度南幌町国民健康保険特別会計予算 

議案第１５号 令和２年度南幌町病院事業会計予算 

議案第１６号 令和２年度南幌町下水道事業特別会計予算 

議案第１７号 令和２年度南幌町農業集落排水事業特別会計予算 

議案第１８号 令和２年度南幌町介護保険特別会計予算 

議案第１９号 令和２年度南幌町後期高齢者医療特別会計予算 

以上１０議案について、３月９日、１０日、１１日の３日間におい

て慎重審議をした結果、賛成多数により可決すべきものと決定をいた

しました。以上です。 

議  長 ただいまの委員長報告についての質疑を行います。 

３番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 質疑ですか。はい。失礼しました。私も３日間に行われた予算委員

会でいろいろ質問してきまして、賛成するところもたくさんあるんで

すけれども、予算特別委員会の中では、一括賛否を問うというところ

で反対いたしました。質疑についてはありません。失礼しました。 

議  長 ほかに御質疑ありませんか。 

（なしの声） 

御質疑ありませんので、質疑を終結いたします。 

令和２年度各会計予算及び関連条例に対する討論を行います。初め

に反対討論を許します。 

３番 熊木 惠子議員。 

熊木議員 令和２年度南幌町各会計予算に反対の立場で討論を行います。 

令和２年度各会計予算編成の概要は、一般会計７０億５，７６０万

２，０００円、前年度対比１９．６％の増額。特別会計２９億６，６

９１万９，０００円、前年度対比７．９％増額。合計で１００億２，

４５２万１，０００円。前年度より１５．９％の増となっています。

歳入では町税、地方譲与税、地方消費税交付金などが増額となってい

ます。歳出の主な事業は、総務費で役場庁舎の改修に７億４，５５３

万９，０００円。誘客交流拠点施設整備事業の基本設計に１，５２３

万５，０００円。子育て世代住宅建設費助成事業に４，０００万円。

防災設備事業として、保健福祉センター非常用発電機設置工事、役場

庁舎防災倉庫設備工事に１億５，２７９万５，０００円。防災対策事

業で９１５万９，０００円。この他に、衛生費では南空知公衆衛生組

合破砕処理施設改修負担金が５，５００万円。長幌第２浄水場改築負

担金事業に３億１，９９４万円が大きな事業として予算計上されてい

ます。他にも町民の生活を支える住宅リフォーム助成事業や成人保健

事業、また教育費では少人数学級教職員加配事業、芸術文化推進事業
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などが予算概要に示されています。介護保険特別会計、国民健康保険

特別会計、病院事業会計では、地域医療を担う町立病院の維持のため

の予算が計上されています。予算審査特別委員会の中では、予算編成

に当たって各課の説明があり、質疑の中で一つひとつ丁寧に答えてい

ただきました。予算編成に当たっては厳しい予算の中で各課において

は苦労され、努力されたことに敬意を払うものです。今回のコロナウ

イルスの発生での担当課の素早い対応も、質問をする中で理解するこ

とができました。 

私は、今年度の予算に盛り込まれた誘客交流拠点施設整備事業につ

いて、この間、議会一般質問の中で、９億２，４００万円と巨額の費

用がかかる事業であり、建設後の維持管理費など説明が不十分である

こと、全町民に対して建設するか否かについての意見徴収や説明会の

開催が必要であることを述べてきました。しかし、何も決まっていな

い、基本設計ができてから町民や説明する、との答弁で全く納得いき

ません。人口減少が続き、少子高齢化の波は本町にも押し寄せている

ことを考え、町の活性化に生き残りをかけてこのような誘客交流施設

の建設を考えた町長の思いは理解しつつも、今、進めるべき事業とは

思えません。今までにも、国の進める事業に乗り多くの自治体が建設

を進めた遊戯場をはじめとしたリゾート施設などは、ことごとく町の

大きな負担となり、失敗となった自治体が多いと思います。私は、町

の将来に負の遺産を残すことにつながらないかと大変危惧していま

す。ボールパークが北広島に決まり、本町を取り巻く交通の流れや人

の流れも大きく変わってくると思いますが、今、一度立ち止まって考

える必要があると考えます。補助金に頼って建設したばかりに、町と

して本来の目的に使えない施設になってしまった苦い経験を思い起こ

し、冷静な判断を求めます。予算編成概要では、本町の財政構造を踏

まえると、大幅な町税収入や地方交付税の増加が期待できないこと、

経済的経費や社会保障費の増加、さらに、今後は公共施設等総合管理

計画に基づく公共施設改修などによる投資的経費の増加が見込まれる

など、本町の財政は引き続き厳しい状況が続くものと考えます、と述

べています。このように厳しい町財政を直視し、今、町民が何を求め

ているのかニーズ調査を行うとともに、新しく南幌町に移住された方

やこれまで町の発展に寄与してこられた町民の皆さんと一緒に、町の

将来について大いに議論し、冷静に考える時ではないでしょうか。私

は、予算の全てに反対するものではありませんが、誘客交流拠点施設

整備事業が多くを占める本予算は認めることはできません。地方自治

体の役割は、そこに住んでいる地域住民の暮らしと福祉、健康、生活

を守ることではないでしょうか。以上のことから、私は令和２年度各

会計予算に反対いたします。議員各位の御賛同をお願いいたします。 

議  長 次に賛成討論を許します。 

７番 石川 康弘議員。 

石川議員 第１回定例会に提案されました、令和２年度一般会計及び６特別会
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計予算並びに関連する３条例について、賛成の立場で討論をいたしま

す。 

令和２年度一般会計予算総額は７０億５，７６０万円、６特別会計

では２９億６，６９１万円、総額１００億２，４５２万円となってお

ります。前年度である平成３１年度予算に比べ１３億７，４９７万円、

率にして１５．９％の増となっています。令和２年度予算は、第６期

総合計画及び第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げた施策を

基本に、歳入は国の制度改革の提供や地域動向を十分に考慮し、歳出

においては事務事業の効率化、内部管理、事務的経費の削減など、第

２次行財政改革実行計画加速化プランの取り組みに基づいた編成とし

ています。主な事業としては、役場庁舎改修事業、みどり野きた住ま

いるヴィレッジ第２期事業、子育て世代住宅建築費助成事業、非常用

発電機設置などの防災設備事業、長幌第２浄水場改築事業、地域おこ

し協力隊の増員、町道及び公園長寿命化修繕事業、教育では小学４年

生と６年生での小人数学級教職員加配事業など、厳しい財政状況の中

でも町民の要望に沿ったメリハリをつけた予算措置であると考えま

す。 

特に誘客交流拠点施設整備事業は、本町にとって重要な課題である

人口減少と人口構造対策、及び子育て環境整備の一環として、子ども

の室内遊戯場を核とした交流拠点となる複合施設を整備するものであ

ります。年々減少している本町の人口、２０４５年には４，０００人

台にまで減少すると警鐘が鳴らされている時に、何もせずにこのまま

でいて良いのでしょうか。きた住まいるヴィレッジや移住促進事業な

どにより、近年少しずつ成果が上がっている中で、この後、道央圏連

絡道路の開通や日ハムボールパーク構想など、本町を取り巻く環境が

大きく変わろうとしている時、それを追い風にして町を発展させるた

めの事業であると思います。多くの町民の声を聞くべきとの御意見で

すが、次代を担う子育て世代を中心に多くの人たちからのアンケート

や意見を募ってきたことは、議員も既に御存じであると思います。わ

ざわざ南幌町に遊びに行きたくなる、町内外からの人がともに交流を

持てる施設、そんなコンセプトに期待し、３０年後も子ども達のいる

風景を実現させていくことが、今を生きる我々の責任であると思いま

す。 

以上のことから、私は予算審査特別委員会に付託された、令和２年

度一般会計及び６特別会計並びに関連条例に賛成をするものです。議

員各位におかれましても賛同いただきますようよろしくお願いいたし

ます。 

議  長 ほかに討論の御発言があれば、発言を許します。 

（なしの声） 

討論がありませんので、討論を終結いたします。 

予算審査特別委員会の審査結果は、委員長報告のとおり可決であり

ます。 
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それでは採決いたします。採決に当たりましては、起立採決を行い

ます。 

議案第１０号 職員定数条例の一部を改正する条例制定について 

議案第１１号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

について 

議案第１２号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例制定について 

議案第１３号 令和２年度南幌町一般会計予算 

議案第１４号 令和２年度南幌町国民健康保険特別会計予算 

議案第１５号 令和２年度南幌町病院事業会計予算 

議案第１６号 令和２年度南幌町下水道事業特別会計予算 

議案第１７号 令和２年度南幌町農業集落排水事業特別会計予算 

議案第１８号 令和２年度南幌町介護保険特別会計予算 

議案第１９号 令和２年度南幌町後期高齢者医療特別会計予算 

以上１０議案について、委員長の報告のとおり可決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

（起立８名、着席１名） 

どうぞ御着席下さい。 

賛成起立多数であります。よって本１０議案は委員長報告のとおり

可決することに決定をいたしました。 

以上で本定例会に提案されました全ての議案審議が終了いたしまし

た。これをもちまして閉会といたしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本定例会はただいまをもって閉会と

いたします。 

長期間ご苦労さまでした。 

 （午前１０時２５分） 

 


